
本早一一一第 第一次大戦後の神戸

JJJll時・三菱大争議中の示威行進

第一節都市計画と公共事業の伸展

第二節学底の統一と地域住民総識の動向

第三節社会運動と社会政策

第四節市財政の構造とその変化

第五節特別市制運動

第六節諸党派の動向と各級選挙
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z一
節

市
の
膨
猿
発
療

と
社
会
諮
問
題

都
市
計
簡
と
公
共
事
業
の
仲
展

1 

第
一
次
大
戦
後
の
神
戸

第
一
次
大
戦
後
の
特
徴
は
、
第
一
一
は
、
大
戦
に
よ
る
未
前
日
有
の
好
景
気
の
反
動
と
し
て
大
正
九
（
一
九
二

O
）

年
の
反
動
恐
慌
が
起
こ
っ
て
以
米
、
中
間
景
気
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に

よ
る
震
災
恐
慌
、
そ
し
て
そ
れ
に
遠
一
間
を
も
っ
た
昭
和
ニ
（
一
九
二
七
）
年
の
金
融
恐
慌
、
さ
ら
に
昭
和
四
年
の
ア
λ

リ
カ
の
ウ

ォ

i
ル
街
の
株
価
大
暴
落
に
端
を
発
し
翌
年
日
本
に
も
上
醸
し
た
位
界
恐
慌
（
昭
和
恐
慌
）
と
い
う
具
合
に
、

日
本
経
済
は
長
期

の
不
況
に
苦
し
み
、
し
た
が
っ
て
神
戸
の
経
済
界
も
不
況
に
苦
し
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
大
正
八
年
の
都
市
計
岡
法
に
も
と
づ
き
翌
年
か
ら
都
市
計
画
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
で

初
め
て
の
本
格
的
な
全
国
的
都
市
計
闘
で
あ
っ
て
、
神
戸
に
お
い
て
も
道
路
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
が
展
開
さ
れ

の
他
に
も
神
戸
港
第
一
期
修
築

の
終
了
に
続
く
第
二
期
工
事
の
開
始
、
閤
鉄
高
架
問
題
、
阪
急
・
甑
神
両
私
鉄
の
市
中
心

た
こ
と
で
あ
る
。

部
へ
の
乗
入
れ
問
題
、
市
電
拡
披
・
水
道
拡
張
工
事
な
ど
、
近
代
都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備
事
業
が
矢
継
ぎ
早
ゃ
に
展
開
さ
れ

し
か
し
こ
う
し
た
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
も
、
経
済
界
の
不
況
に
よ
る
財
政
難
が
大
き
く
影
を
お
と
し
て
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o

－
v
ふム第

一
二
は
、
大
量
の
人
口
流
入
な
ど
に
よ
る
急
激
な
都
市
の
膨
張
に
よ
っ
て
、
市
内
各
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
ひ
き
お
こ

し
、
そ
れ
へ
の
解
決
策
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
小
学
校
問
題
、
衛
生
問
題
、
そ
し
て
摂
磨
町
お
よ
び
東
部
一
一
一
カ
町
村
の

編
入
に
伴
う
問
題
な
ど
、
都
市
計
画
と
も
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
解
決
が
急
が
れ
た
。

第
四
は
、
不
況
下
で
解
雇
・
賃
下
げ
な
ど
に
苦
し
ん
だ
労
働
者
が
大
正
十
年
の
川
崎
・
一
一
一
菱
大
争
議
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な

労
働
争
議
を
起
こ
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

不
況
下
に
あ
っ
て
労
働
運
動
の
み
な
ら
ず
、
公
共
料
金
値

下
げ
運
動
や
借
地
借
家
人
運
動
も
お
こ
り
、
ま
た
援
別
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
水
子
運
動
も
組
こ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
応

す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
政
策
も
展
開
さ
れ
た
。

財
政
問
題
と

政
治
の
動
き

第
五
は
、
都
市
膨
張
対
策
、
都
市
計
眠
、
社
会
政
策
の
遂
行
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
況
に
よ
り
財
政
困
難
と
な
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
市
財
政
問
題
が
深
刻
化
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

都市計画と公共事業の仲良

第
六
に
、
財
政
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
市
の
自
治
行
政
を
め
ぐ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
特
別
市
制
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ッ
プ
さ
れ
、
神
戸
市
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
運
動
念
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
財
政
経
済
問
題
、
社
会
問
題
の
展
開
に
照
応
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
党
会
派
が
興
亡
し
た
こ

と
で
あ
る
。
市
長
選
出
を
め
ぐ
る
問
題
、
あ
る
い
は
大
正
デ
モ
グ
ラ
シ
！
の
機
運
の
中
で
展
開
さ
れ
る
普
通
選
挙
運
動
、
労
働

運
動
の
発
展
に
伴
う
無
産
政
党
の
成
立
と
市
会
へ
の
進
出
な
ど
、
新
し
い
政
治
的
動
き
が
み
ら
れ
た
。

第一節
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2 

市
の
膨
張
と
交
通
量
の
増
大

市
の
膨
張

と
交
通
蜜

第
一
次
大
戦
中
の
神
戸
市
は
急
速
に
膨
張
し
た
。
大
戦
前
の
大
正
二
年
と
大
正
七
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
人

工
業
生
産
額
で
は
約
九
千
万
円
か
ら
三
億
二
千
万
円
へ
、
貿
易
額
で

ロ
で
は
約
四
五
万
人
か
ら
五
九
万
人
へ
、

輸
送
最
も
急
増
し
た
。
神
戸
港
の
乗
降

は
約
五
億
ニ
千
万
円
か
ら
一
三
億
二
千
万
円
へ
と
急
速
に
膨
張
発
展
し
た
。
人
口
や
物
資
の
流
入
に
と
も
な
っ
て
、
交
通
量
、

船
客
は
四
九
万
人
（
明
治
四
十
一
年
）
か

ら
／＼ 

万
人
（
大
正
六
年
）
へ
と
六
八
%

も
増
大
し
た
。
国
鉄
（
兵
庫
・
神
戸

ノ
守
口
各
駅
）
一
日
平
均
乗
降
客
は
約
一
万

八
千
人
（
大
正
二
年
）
か
ら
約
三
万
四
千

人
（
大
正
七
年
）
へ
と
約
二
倍
と
な
り
（
悶

市
電
一
日
平
均
乗
客
数
は
六
万

人
（
大
正
二
年
）
か
ら
一
四
万
人
（
大
正
七

年
）
へ
と
増
大
し
（
図
尚
）
、

明
治
四
十

四
年
に
わ
ず
か

か
な
か
っ
た
自

人
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動
車
保
有
数
も
大
正
八
年
に
は
一
九
八
台
へ
と
飛
躍
し
た
。

貨
物
で
も
、
外
間
貿
易
発
蒼
貨
物
ト
ン
数
は
ニ
二
三
万
ト
ン
（
明

治
四
十
二
年
）
か
ら
四
四
一
万
ト
ン
（
大
正
七
年
）
に
、
内
国
貿
易
発
着
貨
物
ト
ン
数
も
一
二
三
万
ト
ン
（
大
正
一
一
一
年
）
か
ら
四
四
六

七年）

へ
と
ニ
倍
半
に
な
っ
た
。

万
ト

γ
（
大
正
七
年
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
と
な
り
、
国
鉄
の
貨
物
は
八
八
万
ト
ン
（
明
治
四
十
二
年
）
か
ら
一
二
五
万
ト
ン
（
大
正

こ
の
よ
う
な
交
通
最
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
市
内
の
電
車
に
よ
る
交
通
事
故
死
場
者
数
も
大
戦
前
（
大
正
元
l
一
一
一
年
）
の
年

一
平
均
約
二
百
人
か
ら
、
大
正
八
年
に
は
九
百
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
図
げ
て

都市計画と公共事業の仲良第一節
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将
来
の
交
遜

鐙
の
予
想

し
か
も
『
神
戸
市
交
通
量
調
査
並
一
一
将
来
増
加
予
想
』
（
大
正
九
年
十
二
月
調
査
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
八
年
を
起

点
と
し
た
一
一
一

O
年
後
の
交
通
量
の
治
大
予
想
は
、
市
電
一
日
平
均
一
禁
容
で
は
八
五
万
人
で
大
正
八
年
の
約
六

倍
、
自
動
車
一
時
間
当
た
り
通
過
台
数
は
約
千
台
で
一
一

40倍
、
自
転
取
の
そ
れ
は
六
千
四
百
台
で
約
四
倍
と
さ
れ
て
い
た
。

3 

都
市
計
画
の
進
展

市
区
改
正
調
査
委

員
会
と
諸
計
画

は
、
神
戸
市
も
早
く
か
ら
調
査
、
対
策
の
立
案
を
間
開
始
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
都
市
と
し
て
の
膨
張
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
諮
問
題
と
く
に
交
通
量
の
増
大
に
対
し
て

明
治
四
十
五
年
四
月
、
臨
時
市
区
改
正
調
査
委
員
会
規
定
が
市
会
の
議
題
と
な
り
、
大
正

二
年
七
月
に
そ
れ
が
可
決
さ
れ
、
翌
年
四
月
市
区
改
正
調
査
委
員
会
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
委
員
会
の
目
的
は
「
委
員
ハ
道
路
橋
、
梁
ノ
位
置
等
級
ヲ
定
メ
、
之
ガ
改
正
一
一
関
ス
ル
施

設
方
法
並
ピ
ニ
河
川
溝
渠
港
湾
公
悶
軌
道
等
ノ
附
帯
事
項
一
一
就
キ
調
査
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
」

（
第
五
条
。
『
神
戸
市
区
改
正
調
査
委
員
会
及
市
区
改
定
委
員
会
業
蹟
概
観
』
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

問
委
員
会
は
大
正
五
年
四
月
、
各
部
会
の
調
査
事
項
を
決
定
し
た
（
表
山
）
。

こ
の
分
掌
は
大
正
六
年
五
月
に
一
部
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
の
問
委
員
会
の
調
査
に
も
と
づ

き
、
五
年
九
月
に
は
神
戸
電
気
株
式
会
社
事
業
買
収
部
会
が
制
出
立
さ
れ
、
そ
の
決
議
に
よ
り

六
年
八
月
に
は
買
収
さ
れ
、
市
営
電
気
事
業
が
発
足
し
た
。
六
年
一
月
に
は
兵
庫
港
修
築
を

r!:rr玄改正委員会の各部会表 119

公001.住宅区創設のため市内

北部開発の調恋

第 l部会

縦貫鉄道， lfu＼：獄分filitの移転，

築港防波氏速成に関する調査

第 2部会

道路調査

市区改正財源，市営事業調査

第3部会

第4部会
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市
営
で
行
う
決
議
が
、
十
月
に
は
火
葬
場
市
営
計
閥
、
十
二
月
に
は
滝
道
筋
道
路
拡
張
計
画
、
小
野
浜
停
車
場

i
居
留
地
間
違

路
拡
張
計
画
が
立
て
ら
れ
、
問
月
市
内
貫
通
鉄
道
改
良
票
申
案
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
翠
年
二
月
、
市
長
か
ら
関
係

各
省
庁
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。
七
年
十
月
に
は
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
地
築
附
仕
立
て
計
画
と
控
獄
移
転
葉
清
決
議
が
、
八
年
二

月
に
は
市
内
電
気
軌
道
第
二
期
線
賂
線
選
定
計
闘
が
、
一
一
一
月
に
は
須
磨
町
・
西
郷
町
・
四
灘
村
編
入
の
適
夜
調
査
、
新
生
田
川

改
修
計
眠
、
道
路
等
級
・
路
線
計
闘
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
問
、
七
年
九
月
に
神
戸
市
に
対
し
政
府
の
制
定
し
た
東
京
市
ぽ
改
正
条
例
の
準
用
が
認
め
ら
れ
、
翌
年
一
一
一
月
そ
れ
に
伴

っ
て
国
（
内
務
省
）
の
機
関
と
し
て
東
京
に
神
戸
市
一
民
改
正
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
内
務
次
官
、
県
内
務
部
長
、
県
会
議
員
、
市

長
、
市
会
議
員
な
ど
を
委
員
と
す
る
新
し
い
組
織
が
成
立
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
八
年
十
月
に
道
路
改
良
大
正
八
・
九
年
継
続

事
業
を
決
定
し
、
翌
月
に
は
鉄
道
院
の
縦
貫
鉄
道
改
良
に
関
す
る
照
会
に
対
す
る
回
答
や
内
務
大
霞
諮
問
に
か
か
る
私
鉄
市
内

乗
入
れ
問
題
へ
の
答
申
（
後
述
）
な
ど
を
作
成
し
た
。

都市昔1・商と公共事業の伸展

都
市
膨
張
に
対
し
、
事
前
に
対
策
を
考
え
る
都
市
計
繭
は
一
九
佐
紀
か
ら
欧
米
で
取
り
組
ま
れ
、
こ
の

都
市
計
一
陣
法
と
都

市
計
画
委
員
会

ム
中
か
ら
符
酪
線
・
建
築
線
制
度
、
土
地
区
踊
整
理
、
用
途
地
域
制
な
ど
の
近
代
都
市
計
画
の
方
法
が
生

み
出
さ
れ
た
が
、
日
本
で
も
第
一
次
大
戦
時
の
急
激
な
都
市
膨
張
に
対
応
す
る
た
め
、
大
正
七
年
十
一
一
月
、
内
務
大
症
を
会
長

と
す
る
都
市
計
画
調
査
委
員
会
に
お
い
て
、
都
市
計
闘
法
と
市
街
地
建
築
物
法
の
原
案
が
作
ら
れ
、
翌
年
間
月
間
法
が
公
布
さ

れ
、
都
市
計
眠
法
は
九
年
一
月
に
、
市
街
地
建
築
物
法
は
十
一
一
月
に
施
行
さ
れ
た
。

第一節

都
市
計
画
法
の
特
徴
は
、
都
市
計
画
が
国
家
の
事
菜
、
と
さ
れ
、
ま
た
全
国
画
一
的
で
あ
り
、
こ
の
点
が
自
治
体
に
そ
れ
を
委

ね
た
欧
米
の
も
の
と
ち
が
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
性
格
に
も
と
づ
き
、
都
市
計
踊
は
そ
の
議
案
を
内
務
官
僚
が
作
成
し
、
部
市

近代・務代獲量ミ最ImlV 4ラ工



計
画
中
央
委
員
会
、
地
方
委
員
会
の
議
な
経
て
内
務
大
臣
が
決
定
し
内
閣
の
認
可
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
、
具
体
的
計
画
を
審

議
す
る
地
方
委
員
会
の
委
員
は
、
会
長
で
あ
る
知
事
、
中
央
地
方
官
僚
・
学
識
経
験
者
と
、
府
県
会
議
員
・
市
長
・
市
会
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぽ
半
数
づ
つ
を
占
め
た
。

こ
の
都
市
計
岡
法
で
は
従
米
と
異
り
、
行
政
区
域
を
越
え
た
「
都
市
計
厨
広
域
」
が
設
定
さ
れ
、
国
家
機
関
に
よ
っ
て
認
可

決
定
さ
れ
た
計
画
を
市
長
が
行
政
区
域
を
越
え
て
事
業
執
行
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
事
業
を
執
行
す
る
上
で
最
大
の
問
題
と
な

る
財
糠
に
つ
い
て
は
、
当
初
考
え
ら
れ
た
国

F

庫
補
助
案
が
大
蔵
省
の
皮
対
で
消
滅
し
、
特
別
税
と
し
て
考
案
さ
れ
た
土
地
増
価

税
・
閑
地
税
が
貴
族
院
の
反
対
で
実
現
を
見
。
す
、
結
局
若
干
の
附
加
税
と
受
益
者
負
担
金
（
こ
れ
は
、
改
良
道
路
を
利
用
す
る
路
商

電
率
の
事
業
者
か
ら
の
納
付
金
と
治
道
地
主
へ
の
負
課
金
か
ら
成
る
）
が
財
源
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
（
石
田
頼
一
野
『
日
本
近
代
都
市
計
画
の

百年』）。
神
戸
市
は
大
正
九
年
、
都
市
計
画
法
施
行
と
同
時
に
そ
の
対
象
地
域
と
な
り
、
市
に
都
市
計
画
部
が
、
県
庁
に
都
市
計
瞬
神

一
戸
地
方
委
員
会
（
大
正
十
一
年
都
市
計
箇
兵
陣
地
方
委
員
会
に
改
組
）
が
設
け
ら
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
知
事
（
有
士
口
忠
一
）
を
会
長
に
一
一
一

一
人
の
委
良
か
ら
な
り
、
市
関
係
者
は
市
長
（
た
だ
し
発
足
当
初
は
市
長
欠
員
の
た
め
欠
席
扱
い
）
、

助
役
、
市
会
議
長
（
太
田
保
太
郎
）

ほ
か
市
議
八
人
、
市
議
非
兼
任
県
議

人
、
商
業
会
議
所
会
頭
な
ど
で
あ
っ
た
。
第
一
田
委
員
会
は
九
年
八
月
に
開
催
さ
れ
、

有
吉
会
長
は
都
市
計
翻
広
域
の
設
定
、
区
域
内
を
住
宅
・
商
業
・
工
業
・
そ
の
他
の
地
域
に
分
別
す
る
こ
と
、
急
を
要
す
る
事

業
と
し
て
の
交
通
網
・
下
水
道
・
公
闘
施
設
な
ど
公
共
工
事
な
ど
を
決
め
て
ほ
し
い
と
発
言
し
た
。
こ
う
し
て
、
調
査
は
主
と

し
て
県
が
、
実
施
は
市
が
行
う
形
で
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
例
え
ば
大
正
十
年
度
の
都
市
計
画
調
査
事
業
は
次
の
よ
う

な
尾
大
な
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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都
市
計
闘
施
行
区
域
、
各
種
地
域
地
区
、

道
路
の
阪
口
氏
・
系
統
、
軌
道
の
敷
設
・
運
転
系
統
と
そ
の
改
良
、

問
川
・
運

河
・
港
湾
の
新
設
改
修
、
上
下
水
道
、
地
下
工
作
・
埋
蔵
物
、
汚
物
処
分
、
広
場
・
公
閑
・
墓
地
等
、
官
公
庁
・
学
校
・

病
院
・
図
書
館
・
削
駒
場
・
市
場
・
屠
場
・
火
葬
場
、
共
同
住
宅
・
共
同
食
堂
・
共
同
浴
場
等
、
建
築
物
の
収
用
賠
償
、
都

市
計
回
財
源
。

神
戸
市
都
市
計

画
の
諸
構
想

神
戸
市
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
次
の
ご
つ
の
大
構
想
を

紹
介
し
て
お
こ
う
。

都
市
計
画
法
以
前
の
大
五
六
年
一
月
、
神
戸
区
選
出
市
議
で
市
区
改
正
調
査
委
員
で
も
あ
っ
た
斎
藤
千
次
郎
は
「
神
戸
市
ノ

将
来
」
と
い
う
意
見
書
を
発
表
し
た
。
彼
は
ま
ず
、
市
区
改
正
事
業
は
同
時
に
市
区
拡
張
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

強
調
し
、
都
市
地
域
を
行
政
区
域
と
一
致
さ
せ
る
た
め
、
大
ニ
ュ
！
ヨ

i
ク
運
動
や
大
バ

l
ミ
ン
ガ
ム
運
動
の
よ
う
な
大
神
戸

都市計画と公共事業の仲良

建
設
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
五

O
年
後
に
は
、
人
口
が
現
在
の
五

O
万
人
か
ら
一

O
O万
あ
る
い
は

一五

O
万
人
と
な
る
と
予
想
し
、
東
は
住
吉
川
か
ら
商
は
須

E

謄
町
ま
た
は
摂
津
播
磨
国
境
ま
で
と
し
た
。

そ
し
て
こ
の
底
域
に

区
制
を
実
施
し
須
磨
区
、
兵
庫
区
、
神
戸
区
、
一
件
合
一
弘
、
御
郎
防
区
の
五
一
弘
と
す
る
と
主
張
し
た
。

彼
は
経
済
的
部
市
と
政
治
的
都
市
（
行
政
区
域
）
が

致
し
な
い
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
公
共
事
業
の
展
開
に
と
っ
て
不
便
で
あ
り
、

し
か
も
、
市
区
改
正
事
業
の
達
成
を
待
っ
て
市
匹
拡
張
を
は
か
ろ
う
と
す
る
と
そ
の
間
に
地
価
が
高
騰
し
て
拡
張
地
域
へ
の
市

一
弘
改
正
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
都
市
計
画
法
に
関
し
て
の
ち
に
指
摘
さ
れ
た
欠

第一節

点
（
行
政
区
域
と
計
図
区
域
の
不
一
致
に
よ
る
間
難
）
に
つ
い
て
は
か
ら
ず
も
事
前
に
警
告
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、

の
ち
に
都
市
計
画
施
行
上
最
大
の
問
題
と
な
る
財
源
問
題
に
対
し
て
は
独
特
の
見
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
斎
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藤
は
、
電
気
卒
業
買
収
に
よ
り
入
る
収
益
や
特
別
税
（
地
租
割
や
営
業
税
附
加
税
）
収
入
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
窓
見
も
あ
る
、
が
自

分
は
こ
れ
を
採
ら
な
い
と
し
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
た
。

ツ
ナ
ガ
最
モ
理
想
的
ニ
シ
テ
旦
ツ
最
モ
機
定
的
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
ノ
果
シ
テ
如
何
。
郎
チ
資
源
ハ
之
ヲ
海
上
及
ビ
海
岸
一
帯
ノ

一
見
抽
象
的
空
論
ニ
過
ギ
ズ
ト
観
ズ
ル
人
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
予
ハ

過
去
ノ
経
験
ト
自
信
ト
ヲ
以
テ
斯
ク
主
張
シ
テ
歌
マ
ザ
ル
所
：
：
：
。
（
『
市
区
改
正
調
査
委
員
会
及
市
区
改
正
委
員
会
業
蹟
概
観
』
）

ガ
而
ニ
需
ム
ベ
キ
事
之
ナ
リ
。

カ
ク
一
一
山
ヘ
パ
、

来
た
し
て
こ
れ
は
組
立
て
地
の
利
用
売
却
を
考
え
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
滋
湾
の
一
部
市
営
を
考
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
は

そ
れ
と
は
全
く
違
っ
た
何
か
合
考
え
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
海
運
業
者
で
貴
族
院
議
員
、
市
会
で
は
い
わ
ゆ
る
海
運
派
の
刊
ノ
l
ダ
ー
で
あ
っ
た
勝

間
銀
次
郎
が
、
大
正
九
年
一
月
二
日
付
の
『
神
戸
叉
新
日
報
h

に
正
月
の
抱
負
と
し
て
「
大
神
戸
市
論
」
を
打
ち
あ
げ
た
。

大
神
戸
市
に
抱
擁
せ
ら
る
べ
き
地
域
は
、
砂
く
と
も
東
は
神
崎
川
以
閥
、
聞
は
明
石
以
東
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
。
（
略
）

之
（
都
市
計
画
法
）
よ
り
先
、
阪
神
間
道
案
起
る
や
、

政
府
委
員
は
青
森
よ
り
下
関
に
至
る
一
大
縦
貫
道
路
建
設
の
討
闘
を

有
し
、
そ
の
一
部
と
し
て
先
づ
京
阪
問
、
甑
神
間
の
関
道
に
着
手
す
べ
く
、
費
用
の
半
額
は
間
庫
よ
り
補
助
す
べ
き
旨
を

声
明
せ
ら
れ
た
の
で
、
我
々
は
此
案
こ
そ
神
戸
に
対
す
る
都
市
計
闘
の
主
眼
と
な
る
べ
き
者
な
る
こ
と
を
看
取
し
、
及
ば

ず
な
が
ら
声
援
を
添
え
つ
L
今
日
に
至
っ
た
や
う
な
有
様
。
と
こ
ろ
で
大
神
戸
市
の
地
域
は
東
は
神
崎
川
の
線
、
西
は
明

石
市
の
線
ま
で
と
す
る
時
は
、
右
の
販
神
間
道
一
線
だ
け
で
は
不
足
を
感
ず
る
。
道
路
は
都
市
計
酒
の
根
木
方
針
と
な
る

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
（
略
）
都
合
一
一
一
線
と
し
、

海
岸
線
の
幅
員
ニ
十
五
問
、
中
央
線
の
幅
員
二
十
問
、
山
手
線
の
幅
員

十
間
（
略
）
。
東
を
神
崎
川
の
線
と
し
た
事
に
対
，
し
て
突
飛
な
る
計
画
な
り
と
誤
解
さ
る
ム
向
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
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決
し
て
突
飛
で
も
何
で
も
な
い
。
（
絡
）
港
を
離
れ
て
神
戸
は
な
い
。

そ
の
港
の
設
備
が
此
の
有
様
で
あ
る
か
ら
、
市
の
膨

張
力
が
西
に
於
け
る
よ
り
も
東
の
方
に
甚
し
い
の
は
当
然
の
理
。
（
時
）
然
ら
ば
此
の
大
神
戸
市
建
設
の
実
行
期
は
何
時
に

期
で
あ
る
。

す
れ
ば
買
い
乎
。
斯
く
間
は
れ
た
な
ら
ば
、
我
々
は
即
座
に
答
へ
る
事
が
出
米
る
。

日
く
今
で
あ
る
。
今
、
が
最
も
好
い
時

勝
因
の
構
想
は
、
あ
た
か
も
日
本
列
島
改
造
計
画
の
戦
前
版
の
よ
う
で
気
宇
壮
大
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の

大
正
九
年
の

反
動
恐
慌
の
直
前
、
好
景
気
の
綴
盛
期
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
そ
れ
な
り
に
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
大
正

者~Tf1言1·爾と公共事業の{ff1展第一節

都市討会図区域事長に対する令市田1・村の答申

付

iを

神戸市 海開の計画区域への追加を要求

御影町一i ［計画区域を武庫Jllまで紘張し，

六甲村－1－~かつ神戸市に偏愛しないように
魚崎町－！ lすることを要求

西灘村一！

間郷町ーしJ事業が神戸市に伺重しないよう

本庄村…； lにすることを要求

本山村一！

表 120

火－A、

’vr 
tt 

成

当村の経費が膨張するだけでな

く，神戸市中心になり犠牲とな

る。新国道（奴神国道）以南を

｜：工場地域とすることは，住宅地

Lである当村にとって不利である

住吉村

不

主空

成

九
年
以
降
の
現
実
は
厳
し
か
っ
た
。

大
正
九
年
十
一
月
に
、
内
務
省
に
計
闘
広
域
決

都
市
計
額
区
域
の

設
定
と
地
域
指
定

に
関
す
る
調
査
書
類
が
提
出
さ
れ
、
翠
年
六

月
内
務
省
よ
り
の
指
示
に
従
い
、
県
は
関
係
市
町
村
の
意
見
を
求
め
、

八
月
各
市
町
村
は
答
申
し
た
。

そ
の
内
容
は
表
出
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
答
申
の
の
ち
、
市
内
務
省
は
、
次
の
よ
う
な
諮
問
を
都
市

計
画
神
戸
地
方
委
員
会
に
行
っ
た
。

神
戸
市
ニ
於
ケ
ル
人
口
分
布
ノ
椅
況
ニ
見
ル
一
一
、

出
神
戸
市
（
一
冗

須
磨
町
ヲ
徐
キ
タ
ル
モ
ノ
）
ニ
於
テ
ハ
、

其
ノ
街
度
殆
ド
飽
和
ノ
域

一
連
シ
、
漸
次
市
ノ
中
心
区
域
ヨ
リ
離
レ
一
ア
東
方
ノ
郊
外
－
一
向
ヒ

其
密
度
ヲ
加
へ
来
ル
モ
ノ
、
如
シ
。
（
略
）
中
心
地
点
叩
二
時
間
以
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内
ニ
到
達
シ
得
ベ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
探
準
ト
シ
テ
神
戸
市
ノ
区
域
ヲ
酪
ス
ル
ニ
、

加
納
町
鉄
道
踏
切
（
将
来
三
宮
駅
ヲ
移
転
セ

一
フ
ル
ベ
キ
地
一
一
シ
テ
近
キ
将
来
日
一
於
テ
事
実
上
市
ノ
中
心
地
点
タ
ル
コ
ト
明
ナ
ワ
）
ヲ
中
心
地
点
ト
シ
テ
考
フ
ル
一
一
、
商
ハ
垂
水
村

ヨ
リ
東
ハ
今
津
村
一
一
連
シ
、
開
方
境
域
ハ
播
摂
国
境
ヲ
超
ュ
。
然
レ
ド
モ
神
戸
市
南
北
西
ノ
一
ニ
境
域
ハ
殆
ン
ド
自
然
ノ
地

形
ニ
ヨ
リ
拡
張
ヲ
容
レ
ザ
ル
ノ
状
態
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
、
勢
ヒ
東
方
ニ
延
ブ
ル
ノ
外
ナ
シ
。
間
シ
テ
其
ノ
境
域
ハ
人
口
増
加

ノ
趨
勢
一
一
対
ス
ル
適
当
ナ
ル
面
積
、
都
市
生
活
者
ノ
、
氷
久
的
公
安
ノ
保
持
、
福
利
ノ
場
進
其
ノ
他
行
政
上
経
済
上
諸
般
ノ

関
係
ヲ
考
慮
シ
、

本
庄
村
及
ピ
本
山
村
ノ
東
方
行
政
境
域
ヲ
以
テ
限
ラ
ン
ト
ス
。

（
都
市
計
画
兵
庫
地
方
委
員
会
『
兵
庫
県

於
ケ
ル
都
市
計
画
』
第
一
巻
）

そ
し
て
、
神
戸
市
市
須
磨
町
を
含
む
）
、
西
灘
村
、
西
郷
町
、
六
甲
村
、
御
影
町
、
住
吉
村
、
魚
崎
町
、
本
山
村
、
本
庄
村
を
部

市
計
画
一
民
域
と
し
、
現
人
口
七
一
一
万
人
（
内
、
須
磨
町
を
除
く
旧
神
戸
市
中
ハ
三
万
人
）
に
対
し
、
一
一
一

O
年
後
に
人
口
一
五

O
万
人
と
見

込
ん
だ
計
画
を
立
て
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
九
月
、
都
市
計
画
神
戸
地
方
委
員
会
は
、
市
内
各
区
が
山
田
村
内
に
所
有

す
る
区
有
地
お
よ
び
神
戸
市
に
と
っ
て
生
命
と
も
い
え
る
水
面
施
設
を
含
む
海
簡
を
も
計
回
区
域
に
包
含
す
る
こ
と
を
条
件
に

し
た
答
申
を
行
っ
た
が
、
海
部
を
包
含
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
山
田
村
内

虫
山
を
含
む
こ
と
な
加
え
た
計
画
広
域
が
内

閣
総
理
大
陵
高
橋
是
清
の
名
に
よ
っ
て
翌
十
一
年
四
月
告
示
さ
れ
た
。

次
い
で
市
街
地
建
築
物
法
に
よ
り
都
市
計
酪
区
域
は
住
宅
地
域
・
商
業
地
域
・
工
業
地
域
な
ど
に
灰
一
分
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
大
正
十
一

二
月
、
知
事
は
県
市
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
く
成
案
を
内
務
大
臣
に
提
出
し
、
都
市
計
画
兵
庫
地
方
委

岡
県
会
は
翌
年
一
一
一
月
、
こ
れ
を
修
正
可
決
し
内
務
大
臣
に
答
申
、
十
月
に
内
務
大
庄
の
名
に
よ
り
地
域
指
定
が
な
さ
れ
た
。

そ
の

理
由
警
に
よ
る
と
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北
方
一
帯
ノ
高
地
所
謂
山
手
方
商
ぺ
概
、
不
土
地
高
燥
、
風
物
快
適
ニ
シ
テ
土
地
ノ
現
状
亦
主
ト
シ
テ
住
宅
ノ
用
地
ニ
供

セ
ラ
ル
、
ヲ
以
一
ア
之
ヲ
住
宅
地
域
ト
定
ム
ベ
シ
。
市
ノ
南
方
神
戸
港
ヲ
中
心
ト
ス
ル
下
町
一
帯
ノ
部
分
ぺ
土
地
一
千
担
一
一

シ
テ
街
街
路
整
ヒ
交
通
ノ
便
楠
備
ハ
リ
、
築
港
ノ
完
成
亦
近
キ
一
一
在
リ
、
之
ヲ
土
地
発
達
ノ
現
状
ヨ
ワ
ス
ル
モ
素
ヨ
リ
商

業
地
域
ト
定
ム
ベ
シ

工
業
地
域
ハ
之
ヲ

一
一
栢
ス
。
西
方
ノ
一
団
地
ぺ
和
田
紳
妙
法
寺
川
ノ
問
、
海
岸
ニ
接
ス

ノレ

帯
ノ
平
地
ニ
シ
テ
水
際
運
輸
ノ
利
ヲ
占
メ
、
土
地
ノ
現
状
既
一
一
多
グ
工
場
ノ
用
地
ト
シ
テ
開
発
セ
一
ブ
レ
、
将
来
一
一
於

テ
海
岸
埋
立
、
渡
河
閲
務
等
ノ
工
業
的
施
設
亦
之
ヲ
為
ス
ニ
難
カ
ラ
ズ
。
（
略
）
他
ノ
二
部
地
ハ
協
浜
町
ノ
耳
合
港
一
一
面
ス

ノレ

廊
ノ
地
及
ピ
東
川
崎
及
ピ
東
出
町
海
岸

郎
ノ
地
ニ
シ
テ
、
北
八
一
一
海
陸
運
輸
ノ
利
ヲ
占
メ
現
ニ
大
工
場
ノ
筏
築
地
ナ

リ
。
（
『
兵
隊
同
町
ニ
於
ケ
ル
都
市
計
隙
』
第
一
巻
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
東
郊
海
岸

帯
ノ
地
」
は
灘
五
郷
の
酒
造
地
で
あ
る
の
で
、
ま
た
新
湊
川
以
西
国
道
以
前
の
地
は
新
国
道

都市計画と公共事業の仲良

の
位
託
が
未
定
で
あ
る
の
で
、
兵
庫
新
川
に
阻
ま
れ
た
兵
路
滋
一
帯
は
、

の
関
係
か
ら
、
住
吉
川
・
都
賀
川
上
流
は

中
小
工
場
、
が
あ
り
、
ま
た
火
葬
場
計
画
も
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
山
町
村
内
一
黒
山
は
市
街
地
建
築
物
法
施
行
区
域
外
に
あ
る
の

で
、
い
ず
れ
も
未
指
定
地
域
と
す
る
と
あ
っ
た
。

七
七

O
万
坪
は
、
住
宅
地
域
一

工
業
地
域
二
回

O
万
坪
（
一
一
一
一
・
四
%
）
、
米
指
定
地
域
九

O
万
坪
（
五
・
一
一
一
劣
）
に
地
域
指
a

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

」
う
し
て
計
調
区
域

一
九

O
万
坪
（
六
七
・
一
川
丘
、
商
業
地
域
一
一
五

O
万
坪
（
一
一
間
e

二%）、

そ
し
て
の

ち
に
港
湾
地
域
な
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
が
実
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
地
域
指
定
中
と
く
に
問
題
と
な
っ

第一節

た
の
は
工
業
地
域
指
定
で
あ
る
。

一
つ
は
、
市
の
都
市
町
一
一
川
闘
部
で
調
査
課
長
や
工
務
課
長
を
廃
任
し
た
奥
中
喜
代
一
が
昭
和
五
年
、

近代・茨fl;;歴史編N457 



工
業
な
く
し
て
都
市
注
し
、

工
業
発
展
の
余
地
を
充
分
存
せ
し
む
べ
し
と
の
刈
…
山
で
、
其
の
当
時
大
分
間
も
あ
っ
た
部
神

一
戸
一
仰
を
全
部
工
業
地
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
工
業
地
と
し
て
は
地
価
の
安
き
が
、
水
際
交
通
の
五
伎
な
る

心
事
の

其
の
後
工
場
地
と
し
て
発
展
せ
ず
、

大
部
分
は
住
宅
が

条
件
が
必
要
で
あ
る
が
、

之
が
充
分
航
っ
て
賠
な
い
為
、

建
つ
現
状
で
あ
る
。
（
「
神
戸
都
市
計
協
の
過
去
及
び
将
来
」
吋
都
市
間
究
』
昭
和
五
年
八
月
号
）

と
批
判
的
に
問
顕
し
た
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
住
宅
と
工
場
が
混
合
し
て
い
る
地
域
に
対
す
る
地
域
指
定
の
問

胞
で
あ
っ
た
。
守
神
戸
叉
新
日
級
品
（
大
正
十
二
年
八
凡
九
日
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

一
日
合
の
工
場
地
域
に
就
い
て
は
、
目
下
工
場
主
M
M
と
作
山
氏
側
！
と
が
五
に
脱
み
ん
打
の
む
で
、

佐
民
川
聞
は
械
カ
］
場
地
域
の
非

L

，h
村
氏
一
ご

t
q
T
 
し
、
係
当
局
に
陳
情
す
る
一
問
、
恰
も
m
M
会
議
員
選
挙
の
間
近
に
あ
る
を
幸
ひ
、
茶
都
市
計
同
委
員
等
候
補

ガ
工
場
主
観
で
も
凡
ゆ
る
紫
線
を
求
め
て
部
計
委
員
の
心
を

抗
薦
の
好
例
を
以
て
非
拡
張
に
資
成
せ
し
め
つ
L
あ
り
。

動
か
す
外
、
目
下
内
務
省
に
出
か
け
て
感
ん
に
慌
烈
な
運
動
止
を
開
始
し
て
居
る
。

こ
の
よ
う
に
錯
雑
し
た
利
得
関
係
問
題
を
都
市
計
伺
は
は
ら
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
他
に
防
火
地
区
の
設
定
や

建
物
の
尚
さ
制
限
間
関
な
ど
複
雑
な
問
題
が
入
り
交
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
都
市
計
附
に
と
っ
て
絞
も
早
期
に
設

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
附
医
域
と
地
域
指
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

都
市
計
画
街
路
線
の
決

定
と
そ
の
他
の
計
酒

wm市
計
似
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
は
、
交
通
機
関
整
備
の
た
め
の
道
路
計
回
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、

特
に
自
動
市
愉
送
の
発
述
に
よ
り
そ
の
市
一
要
性
は
一
一
明
取
し
た
の
で
あ
る
。
都
市
計
附
街
路
絹
は
大

正
九
年
そ
の
調
査
に
着
手
し
て
以
来
、
七
年
間
を
裂
し
て
決
定
さ
れ
、
明
和
二

月
内
川
仰
の
認
可
を
得
て
公
示
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
決
定
ま
で
長
期
間
を
要
し
た
の
は
、
山
中
八
地
測
史
、
正
縦
な
地
図
の
作
成
等
の
技
術
的
な
問
題
の
ほ
か
、
県
と
市
の
立
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~il1li計 ilifi と公共：j1: j止の fi!1)J~
川内

局主一一Jlll

部ll:itrl‘闘の幹線道路（大刀ミ！Sil＇・〕表 121

岩屋一三宮部（前一神戸駅前一兵Jij｛駅前一須熔停車場前－－1見事jI国道（恥；

22～36メートル，一部既成総合会む）

第 1の幹線

#Y尻池一兵f!IWI＼哀一事jI戸島氏災一海岸通一小野浜駅前一否姿通 2丁目で

rl'f内問逆にえjf絡（1陥27メートノレ，｜認鉄以下dの商工業地，；貯の主jf絡に備え

るもので，経済的に段も fiffi｛［！：＼~るものとされた）

第 2の幹線

立立敦！長塚、－~民草寺寺 長EE!－；（戸ヲ11丁目 外人 t.~地－'fl）＇谷一精道村 'fl.

（締約10メートノレ， !'El鉄以北，表山rJli鐙に／｛－｝うト、ライブ道路）
tfl 3の幹線

加納町 3丁目ー灘！奴前一部主主一御影一住吉一精道村界（1[1/;¥22メートノレ，

同欽以北のTllと郡部を結ぶfil要主！.＇.＊れ線）

第4の幹線

治民主一街！拶一住台一；魚崎一深江一精道村界何回27メートノレ，将ぅ！との郡

部商工業地＇HI＇を通過する ill姿路線）

郡部海岸線

fi 
0) 

日
J

ゴ
ω：

T
u
－－、

ド↑，
f
Jノ
？
／

F

『

、

為

、

ノ

P
ド
ふ

μ
λ
イ

に
も
回
以
内
が
あ
っ

っ
て
知
事
と
な
っ
た
山
県
治
郎
は
都
市
計
図
兵
路
地
方
委
員
会
の

し
て
、
最
も
疋
要
な
幹
線
と
そ
の
連
絡
路
に
限
っ
て
審
議
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
結
果
、

よ
う
や
く
大
正
十
五
年
七
月
に
原
案
が
ま
と
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
山
県
知
市
は
こ
の
決
定
に
つ
い
て
「
神
戸
都
市
計
岡
山
叩
段
主
要
の

街
路
樹
計
図
の

る
一
川
き
重
要
幹
線
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に

ば
し
い
こ
と
で
、

よ
り
神
戸
市
の
財
政
の
許
す
純
矧
に
於
て
漸
次
該

路
線
の
建
設
な
克
る
で
あ
ろ
う
が
、
走
れ
が
神
戸
市
の
繁
栄

一
と
は
蒸
し
甚
大
な
も
の
で
あ
ら
う
L

（吋又新
h

昭
和
二
年
一
一
一
月
一
一
日
）
と

っ
た
。

こ
の
道
路
計
闘
は
、

完
成
し
た
阪
神
間
近
（
終
点
岩
段
）

と
建
設
や
の
神
明
悶
道
を
結
ぶ
こ
と
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
大
体
支
出

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
な
市
北
に
結
ぶ
補
助
路
線
が
加
わ
り
、
全
体
と
し
て
大
阪

i
i

「
述
市
計
訴
の

沼
崎
開
討
の
都
市
計
一
向
と
も
活
動
す
る

？ ,,.-
ム，
一、にω

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
総
延
長
は
約
一
問
。
キ
口
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
一

低
一
二
千
万
円
（
市
域
内
に
関
し
て
は
七
六

O
O万
円
）
と
い
う
大
計
闘
で
あ
っ

近代・現代｝後！＇！ミ事ITT¥V ヰラ9



日川口
19ヰ究

F事，，戸又新日報』の神戸市縦貫大道路予想、断箇図

た
。
こ
の
大
計
回
の
一
袋
に
は
、
都
市
計
画
の
推
進
者
で
あ
っ
た
後
藤
一
和
平
が
「
道
路
網

の
計
四
な
ど
は
現
状
に
捉
ら
は
れ
て
は
駄
目
だ
。
白
紙
に
総
を
引
く
つ
も
り
で
計
回
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
講
演
し
た
こ
と
が
、

「
や
ふ
も
す
れ
ば
姑
息
な
計
闘
を
立
て
や
す
い

当
局
者
を
刺
激
」
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
奥
中
喜
代
一
「
神
戸

都
市
計
画
の
過
去
及
び
将
米
」
）
。

そ
し
て
こ
の
計
闘
の
一
部
が
、
都
市
計
闘
第
一
一
一
期
事
業
と
し
て
具
体
化
し
た
時
、
奥

中
喜
代
一
一
は

歩
道
も
車
道
も
舗
装
し
、
投
木
は
閉
列
に
な
り
、
頃
合
ひ
の
間
隔
に
照
明
燈
柱
が

建
て
ら
れ
る
。

（
阪
神
悶
道
終
点
岩
屋
よ
り
総
選
ま
で
の
｜
｜
引
用
者
）
か
L

る
立
派
な

道
路
は
、

外
国
大
都
市
に
於
て
も
類
例
少
な
く
「
ブ
ロ
ド
ウ
ェ

i
」
「
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ー
ゼ

l
L
「
リ
ン
デ
ン
ス
ト
ラ
i
セ
」
等
と
一
腐
を
並
べ
て
道
路
学
教
科
書
の
第

一
一
良
な
飾
る
こ
と
与
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
口
ハ
沿
道
の
家
屋
が
そ
れ
に
相
応
せ
な
け

区I18 

れ
ば
写
真
を
並
べ
た
時
非
常
に
見
劣
り
が
す
る
こ
と
念
日
夜
心
配
し
て
居
る
。

（
「
都
市
計
画
第
一
一
一
期
事
業
と
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
」
『
都
市
研
究
』
第
五
巻
第
一
号

和
四
年
一
月
）

期
待
と
不
安
を
表
わ
し
て
い
た
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
都
市
計
画
と
関
連
し
て
、
大
正
十
凶
年
九
月
に
知
事
に
就
任
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し
た
山
県
治
郎
は
阪
神
間
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
阪
神
大
運
河
計
闘
と
六
甲
山
開
発
計
画
を
立
て
、
昭
和
一
一
年
度
の
県
予
算
に

は
阪
神
運
河
調
査
費
（
五
万
円
）
と
六
甲
山
開
発
事
業
費
（
二
六
万
円
）
を
計
上
し
た
。

前
者
は
、
当
時
民
間
か
ら
擬
ん
に
出
願
さ
れ
て
い
た
板
神
間
川
樹
立
事
業
に
対
す
る
秩
序
あ
る
政
策
を
実
施
す
る
た
め
、
先
ず

予
定
大
道
路
線
と
そ
の
沖
合
の

定
距
離
に
予
定
大
運
河
線
を
指
定
し
て
お
き
、
出
顕
者
に
対
し
こ
の
予
定
線
に
従
っ
て
事
業

を
施
行
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
い
う
も
の
で
、

一
部
で
は
財
政
難
の
中
で
民
間
資
金
に
よ
り
県
の
開
発
計
画
を
進
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
、
昭
和
二
年
五
月
に
後
任
と
し
て
着
任
し
た
長
延
連
知
事
の

で
具
体
的
計
画
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

大
阪
府
と
の
境
か
ら
神
戸
港
ま
で
の
約
一
一
一
一
キ
ロ
メ
i
ト
ル
に
わ
た
り
約
一
千
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
埋
立
て
、

防
波
堤

等
を
造
成
し
、
渡
河
は
幅
五

0
0メ
ー
ト
ル
で
七
、
八
千
ト
ン
の
汽
船
の
航
行
が
可
能
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
総
工
費

は
約
一
億
円
と
見
取
ら
れ
た
。

都市計画と公共事業の｛~l渓

ま
た
、
六
甲
山
開
発
計
画
は
、
六
甲
山
を
臼
本
有
数
の
大
公
闘
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
の
た
め
、
ム
ハ

甲
村
・
有
馬
町
所
属
地
域
に
ふ
ハ
甲
越
道
を
改
良
開
発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

4 

都
市
計
画
と
市
域
拡
張

市
域
拡
張
問
題
は
、
す
で
に
市
区
改
正
調
査
委
員
会
で
議
題
と
な
っ
て
お
り
、
大
正
五
年
十
一
月
、
調
査
委
員

須
援
問
の

編
入

末
弘
盛
治
は
っ
市
境
拡
張
調
査
要
項
」
を
提
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
調
査
委
員
斎
藤
千
次
郎
は
大
正
六
年
一
月

第一節

「
神
戸
市
ノ
将
来
」
と
い
う
意
見
書
を
提
出
し
、
隣
接
町
村
合
併
が
市
と
咋
村
の
双
方
に
と
っ
て
い
か
に
利
益
が
あ
る
か
を
説

近代・現代E査~綴N46r 



き
、
市
の
医
域
を
つ
京
ハ
住
吉
川
以
内
L

っ
同
ハ

グ
ハ
揺
摂
同
境
線
以
東
し
と
し
、

さ
ら
に
「
区
制
ヲ
新
設
シ
テ

κ一
い
制
ト
ス
ル
ふ
れ
、

神
戸
区
、
兵
路
一
民
ト
ナ

即
チ
東
ハ
御
影
医
、

同
ハ
須
磨
一
弘
ト
シ
、

中
間
即
チ
現
住
ノ
神
戸
市
ヲ

ス
引
い
と
の
構
想
を
示
し
て
い

こ
れ
ら
東
商
の
隣
綾
町
村
編
入
の
打
診
は
大
正
七
年
凶
（
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
東
部
町
村
に
は
反
対
の
怠
見
も
あ
り
、

hwづ

市
須
磨
町
の
編
入
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
進
れ
か
に
見
ら
れ
た
須
磨
町
の
制
入
は
、
と
く
に
翠

八
年
に
入
り
、

町
議
会
内
外
で
強
い
反
対
迎
動
が
起
こ
っ
た
。

4 叩 A

ムL
）求；

」
の
反
対
派
は
、
取
引
一
際
の
旧
住
民
、
が
中
心
で
、

budJサ

J

、

ι
f
l
…
ノ

派
は

「
別
荘
一
代
L

と
よ
ば
れ
た
新
仲
間
氏
た
お
で
あ
っ
た
。

h
Lト
ド
凸

P
H
H
V
Jご
と
、
正
日
切
に

－E
T討
作
日

γ
民
間

I
I
Z
Y
U
1
2

：、
v
l
v
 

こ
の
対
立

に
は
川
中
に
編
入
の
是
非
同
開
だ
け
で
な
く
、
東
須
際
1
／
一
同
須
際
の
対
立
、
新
住
民
と
川
住
民
の
対
立
、

の
有
力
者
ら
と

ト

i
v
K
L
I
T
－－ぇ：、ノ斗づ－
L
5
fこ
E
h

：l
j
パ
円
一
ピ
十
h

J

r

、
、
：
o

f
且

j
m
t
i乙
U
女
古
川
河
寸
拡
M
T
u
m
－－’
t
t
F
八
て
し
JT

大

／＼ 

JJ 

反
対
派
は
知
事
に
五
河
余
名
の
署
名
に
よ
る
隙
間
誌
を
提
出
し
た
。

そ
こ
に
は
反
対
組
出
と
し
て
つ
須

勝
町
の
限
史
的
存
在
」
「
初
先
山
知
の
約
一
一
階
町
を
rH立
向
上
せ
し
な
る
し

（
叶
父
新
h

大
正
八
年
十
一
月
二
十
双
日
）
が
掲
げ
ら
れ
、

「
大
手
以
来
を
市
郊
に
…
編
入
一
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
一
十
日
米
知
（
い
慌
の
浦
と
称
せ
ら
る
t
A

来
四
阿
須
磨
及
び
地
勢
上
阿
須
磨
と

隣
る
可
ら
ざ
る
多
井
畑
と
な
以
て
同
有
の
須
磨
町
と
な
し
、

rH治
独
立
の

同
体
と
し
て
永
存
せ
ん
い
れ
L

（
間
）
を
願
う
と
あ
っ

こ
れ
に
対
し
て
技
成
派
も
十
一
一
月
、
上
山
弘
之
助
ら
一
別
荘
派
い
の
間
町
議
名
で
知
事
宛
の
陳
情
告
を
発
表
し
た
。
そ
こ

に
は
編
入
の
利
益
と
し
て
、

ト
L

水
草
・
肖
方
・
立
添

J
1
j
p
j
I
 

の
松
山
↑
備
充
実
を
か
か
げ
、

「
以
上
列
叙
セ
ル
諸
般
ノ
ふ
れ

ハ
、
日
明
レ
モ
健
全
日
一
シ
テ
優
秀
ナ
ル
作
宅
地
阪
ト
シ
テ
緊
急
避
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
施
設
一
一
之
レ
有
リ
。
（
略
）
之
レ
到
底
須
際
町

財
力
ノ
地
フ
ル
一
昨
ニ
之
レ
保
守
、
市
カ
モ
北
ノ
中
ノ
幾
分
八
、
近
々

ヲ
観
ン
ト
ス
ル
都
市
計
阿
法
ノ
適
用
ニ
ヨ
リ
、
殆
ン

4Gz ;;rs：三本 ?XS－次大戦後の担itfi 



ド
強
制
的
一
一
遂
行
ヲ
要
ス
ル
事
項
ナ
ル
ガ
故
ニ
、

7/ 

セ
一
ブ
レ
ン
ト
ス
ル
一
伝
機
一
一
能
シ
、
神
戸
須
磨
ヲ
合
併
シ
神
戸
市

一
一
依
リ
テ
諸
般
ノ
施
設
ヲ

ハ
シ
ム
ル
コ
ト
相
互
一
一
利
便
ナ
リ
i

一
（
『
武
井
級
殺
人
公
文
没
』
）
と
述
べ
、

の
手
続
上
の
正
当
性
を

十
月
二
十
三
日
の
町
議
会
（
議
長
二
十
一
一
名
中
十
四
名
出
席
）
の

致
の
合
併
決
議
に
求
め
て
い

事
態
な
む
一
く
み
た
有
吉
知
事
は
、
反
対
派
を
山
県
庁
に
招
き
一
都
市
計
岡
実
施
範
関
が
万
一
明
石
市
迄
及
ぶ
時
は
、
須
磨
町
編

入
の
如
き
は
問
題
と
な
り
ず
と
窃
に
編
入
の
利
益
な
説
」
（
『
又
新
』
大
正
八
年
十
二
月
十
四
日
）
き
、
反
対
派
が
編
入
止
む
な
し
と

態
度
な
変
え
、
問
題
の
焦
点
な
編
入
条
件
に
移
し
た
。
そ
こ
で
知
事
は
、
現
九
年
一
月
十
五
日
付
で
、
州
門
戸
市
と
須
磨
町
に
一
編

、こ
3
4リ
h

h

u

次
日
時
リ

f
t
j
つ

y
l下
人
す
と
2
n
F
1
て々
1
ィ

三
月
十
九
日
に
は
、
臨
ぬ
神
戸
市
長
、
武
井
須
熔
判
長
や
双
方
の
諮
問
案
調
主
委
員
に
よ
る
懇

談
会
が
も
た
れ
、
双
方
の
希
割
引
項
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
折
衝
の
末
、
二
十
五
日
の
協
議
会
で
最
終
的
に
市
会
議
員
配
当
を

三
名
と
す
る
こ
と
、
急
速
に
上
水
道
を
政
設
す
る
こ
と
、
市
電
を
延
長
す
る
こ
と
等
な
含
む
希
望
事
項
の
令
意
に
速
し
、
市
側

都市計踊と公共事業の｛中段

は
二
十
八
日
の
市
会
で
、
町
側
は
一
一
一
月
一
日
の
町
議
会
で
、
知
事
の
諮
問
案
に
異
議
な
き
旨
を
可
決
し
、
双
方
は

に
知
事

に
漆
山
中
し
た
。
そ
し
て
一
一
一
月
二
十
九
日
、
内
務
大
店
の
許
可
が
下
り
、

四
月
一
日
に
須
際
町
の
編
入
が
実
現
し
た
。
こ
う
し
て

神
戸
市
の
人
口
は
須
際
町
の
二
万

一
一
一
円
九
人
を
加
え
て
六
五
万
七

人
と
な
り
、
一
戸
数
も
五
七
三
六
一
戸
合
加
え
て
一
四

万
江
七
七
四
一
戸
と
な
っ
た
。
市
較
は
約
一
一
門
・
八
平
方
キ
日
メ
ー
ト
ル
な
加
え
て
約
六
ニ
・
ベ
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ

こ
の
よ
う
に
須
際
町
編
入
は
、
神
戸
市
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
市
民
改
正
悦
菜
の
一
環
と
し
て
の
市
減
拡
張
方
針
に
よ
っ
て

マ
ペ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
須
熔
同
州
測
が
い
応
諾
し
た
の
も
、
支
た
知
事
の
反
対
派
説
持
の
あ
り
方
も
、

い
ず
れ
も
目
前
に
せ
ま

府，，.，，.
513--;op 

っ
た
都
市
計
同
法
実
施
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
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東
部
三
町

村
の
編
入

間
灘
村
、
六
甲
村
、
鴎
郷
町
の
編
入
に
つ
い
て
も
都
市
計
画
災
施
区
域
の
問
題
が
決
定
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
前
に
郡
制
崩
止
に
つ
い
て
間
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
郡
制
は
明
治
二
十
一
一
一
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、

兵
開
係
で
は
二
十
九
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
郡
会
議
員
は
町
村
会
議
員
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
、
郡
山
以
は
町
村
に

分
賦
さ
れ
、
山
間
有
税
の
徴
収
機
が
な
く
、
内
治
体
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
勧
業
・
教
育
行
政
に

独
自
の
役
訓
を
果
た
し
た
も
の
の
、
平
く
も
明
治
一
一
一
十
八
年
頃
に
は
そ
の
廃
止
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
特
に

一
次
大
戦
後
に
な
る
と
、
町
村
の
財
政
の
膨
張
と
窮
乏
が
著
し
く
な
り
、
町
村
関
係
者
に
よ
っ
て
も
郡
制
廃

止
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
町
村
rM治
の
拡
充
史
求
も
あ
り
、
原
敬
内
閣
の
下
で
大
正
十
年
四
月
、
郡
判
例
廃

止
が
決
定
さ
れ
、
十
一
一
年
間
万
一
円
ね
な
も
っ
て
郡
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
自
治
体
と
し
て
の
郡
は
こ
う
し
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
町

村
を
税
償
す
る
郡
長
と
郡
役
所
は
な
お
存
続
し
た
た
め
、
全
悶
町
村
長
会
な
ど
は
そ
の
路
止
を
求
め
、
政
府
も
そ
れ
を
認
め
、

十
一
一
一
年
に
郎
役
所
廃
止
を
決
定
し
、
十
五
年
七
月

日
を
も
っ
て
郡
役
所
は
廃
止
さ
れ
た
。

現
例
一
戸
市
域
の
旧
町
村
は
武
賄
郡
・
切
石
部
骨
有
馬
郡
・
美
誕
郡
に
分
布
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
町
村
も
県
に
泡
属
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

日
露
戦
後
の
地
方
改
良
運
動
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
活
動
を
行
っ
た
明
石
郡
に
お
い
て
は
、
部
役
所
廃
止
に

あ
た
り
、
郡
長
紙
谷
文
次
が
「
最
近
に
宝
り
、
廃
止
の
実
際
に
政
面
し
て
不
便
と
不
安
を
感
ず
る
者
漸
く
多
き
を
加
へ
、
町
村

長
中
廃
止
反
対
を
政
府
当
路
に
陳
情
す
る
者
を
生
じ
た
る
も
、
現
に
政
府
に
於
て
決
定
せ
る
以
上
は
時
既
に
遅
く
、

十
菊
の
悔
な
き
能
は
ず
、
郡
役
所
廃
止
の
可
夜
は
全
く
今
後
の
突
杭
に
徴
す
る
外
な
し
」
（
♂
ハ
降
県
郡
役
所
事
総
録
』
上
巻
）
と
、

い
さ
さ
か
無
念
の
な
を
表
明
し
た
。

し
か
し
、

町
村
の
神
戸
市
へ
の
編
入
に
と
っ
て
郡
制
廃
止
は
有
利
に
働
い
た
。
こ

の
問
の
事
情
に
つ
い
て
旧
関
灘
村
会
議
員
山
口
寛
治
郎
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

「
郡
制
が
ひ
ら
か
れ
た
時
分
に
、

464 
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（附）

費
の
負
担
を
西
宮
市
が
第
一
呑
で
、
第
二
位
が
商
郷
町
、
第
三
位
が
御
影
町
、
第
四
位
が
今
津
町
、
こ
う
い
う
具
合
で
、
武
路

部
第
二
位
の
西
郷
町
を
縦
す
と
い
う
こ
と
は
、
武
庫
郡
に
お
い
て
も
非
常
に
郡
扱
の
よ
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
武
路
郡
の
方
か
ら

は
反
対
さ
れ
る
し
、
神
戸
市
や
沼
灘
の
方
か
ら
は
、
合
併

わ
れ
る
し
、
今
度
は
間
郷
町
が
非
常
に
悶
ら
れ
ま
し
た
と
こ
ろ

が
、
大
正
十

日
で
部
制
が
廃
止
に
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
、
こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
い
か
ん

と
い
う
の
で
、
西
郷
町
の
方
は
も
う
郡
の
方
に
遠
慮
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
神
戸
の
方
へ
入
っ
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
具
合

に
な
り
ま
し
た
L

（『なだ

灘
神
戸
市
編
入
五
十
均
年
記
念
誌
』
）
。
こ
の

は
後
述
す
る
よ
う
に
す
べ
て
が
正
確
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
で
あ
ろ
う
、
が
、
郡
制
廃
止
と
近
隣
町
村
編
入
の
関
係
の
一

い
当
て
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ネqi
1コ
市
で
；土

大
1E 

一
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
知
事
宛
の
つ
市
境
域
一
一
関
ス
ル
件
内
申
い
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。

本
市
東
隣
ノ
諾
町
村
ハ
、
近
時
者
数
発
注
シ
テ
家
賠
相
櫛
比
シ
、
本
市
ノ
街
街
一
一
連
リ
、
本
市
ト
ノ
境
界
殆
ン
ド
判
然
セ

都市計A獅と公共事業の仲良

ザ
ル
ノ
状
態
ナ
リ
。
市
シ
テ

ノ
人
情
風
俗
習
慣
等
木
市
ト
兵
ナ
ル
所
ナ
夕
、
彼
我
住
民
間
ノ
交
渉
関
係
そ
甚
ダ
厚
ク
シ

一
ア
、
宛
然
同
一

一
一
等
シ
キ
ノ
状
況
ナ
リ
ノ
。
然
ル
ニ
向
地
方
ニ
於
ケ
ル
衛
生
、
火
防
、
教
育
、
土
木
、
交
通
等
ノ
施
設

一
一
怒
り
テ
ハ
甚
ダ
不
完
備
ニ
シ
テ
、
本
市
ト
冊
一
ノ
論
一
一
之
レ
年
一
シ
。
（
略
）
仰
一
ア
閣
下
キ
ニ
明
鑑
ヲ
霊
レ
、

シ
尽
サ
ザ
ル
今
日
ニ
於
テ
、

一
品
、
入
ゴ
j
J
1

、，t
r
w今
i
γ
j
十
J
F

一J
4
4
H
草
川
伊
ノ
市
間
余
一
ブ

シ
、
木
市
ノ
区
域
ニ
一
編
入
セ
ラ
レ
、
以
一
プ
都
市

ノ発
展
ニ
資
ざ
ブ
レ
候
様
御
配
意
ヲ
得
度
ク
、
此
ノ
段
一
摂
取
ニ
及
ピ
候
也
。

ぎ
こ
ま
r
H
A
守
、
げ
ね
ず
J
ふ
す

ほ
プ
控

H
，ν日
前
本

日
膨
張
を
と
げ
て
い
た
。
例
え
ば
六
甲
村
は
大
正
六
年
の
四
五
一
一
一
四
人
、
が
昭
和
元
年
に
は
九
八

第一節

九
八
人
へ
と

倍
以
上
に
な
り
、
西
灘
村
に
い
た
っ
て
は
開
じ
く
七
四
五
五
人
が
一
一
一
万
七
一
七
ニ
人
へ
と
約
五
倍
に
な
っ
て
い

た
。
土
地
の
地
目
別
市
街
な
み
て
も
、
西
灘
村
で
は
大
正
六
年
と
昭
和
元
年
を
比
較
す
る
と
、

間
畑
は
ニ
一
一
ゲ
声
、
件
外
野
は
一
二
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%
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
の
に
刈
し
、
宅
地
は
一
七
万
六
千
好
か
ら
二
八
万
時
へ
と
約
六

OVPも
別
加
し
て
お
り
、
住
宅
地

化
が
芳
し
く
仲
股
し
、

都
市
計
約
引
業
の
進
行
と
と
も
に
神
戸
市
が
同

A
1
J
ん
V
へf
J

、

改

T
Zん
に
ド

神
戸
市
の
ベ
ヅ
ド
・
タ
ウ
ン
化
し
て
い

成
化
を
問
ん
う
と
し
た
の
は

で
あ
っ
た

J

JJ 

東
部
三
町
村
の
う
わ
、

同
灘
村
で
は
村
会
議
阿
久
ら
有
志
に
よ
る
問
灘
村
政
似
究
会
が
で
き
、

一
＼
己
i

ド

i
A
L
ロM
l
J
d
す
g
J
し

！

＼

」ノ一
lu
－－一
J
i
’引叶

z
i
－－一」
l

fノ

日
に
は
そ
の
主
催
に
よ
る
編
入
促
進
の
村
氏
大
会
、
が
捌
か
れ

し
か
し

部
に
反
対
立
見
も
あ
り
（
『
又

が
行
わ
れ

新
b

大
正
十
五
年
八
月
一
一
十
一
げ
て

レ
ヒ
こ
円
H
1
河リ
l
j
f
ζ

、J

、

4
d
J
h
vト以山
γ
ふ

f
E
e
w
ヲヰ

で
き
れ
ば
石
殴
川
以
間
を
編
入
し
て
行
政
区
幽
た
つ
く
っ
て
ほ
し
い
旨

を
河
川
っ
て
い
た

Jr司

一
一
一
一
人
の
賛
同
に
よ
る
ん
日
併
促
進

大
医
十
五
年
九
月
二
十
三
日
）
。

十
万
五
日
の
村
会
に
は
村
議

ノ＼

人

建
議
が
提
出
さ
れ
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、

一
h

J
！d
p

一
ト
i
h
λ
1
ι
ト
l
k
、、。
ρ悦
為
示
、
コ
l
J

コ
I

U

R

一
O

J
i

↑
！
ノ
ド
t
H
i仁
臼

νけ

LJ一
必
カ
ぷ
I
j
d
j
J卜

十
二
月
に
村
長
は
市
長
に
あ
て
「
剖
灘

村
治
別
条
件
」
な
拠
出
し
、

翌
昭
和

ガ
神
戸
市
側
の
一
細
川
入
交
渉
委
員
会
も
凶
月
に
開

一
月
か
ら
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

、L
、

ふ
H
i
d

月l
H 

、
六
月
に
は
市
と
河
灘
村
と
の

凶
郷
町
も
同
時
に
編
入
し
て
は
、
ど
う
か
と
い
う
な
見
も
出
さ
れ

民f

協
定
が
成
立
し

「
内
灘
村
合
併
一
一
間
ス
ル
神
戸
市
長
ト
問
灘
村
長
ト
ノ
協
定
引
項
党
市
川
ど
が
作
成
さ
れ
た
っ

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

①
将
来
行
政
医
設
校
の
場
合
は
、
新
た
に
編
入
す
る
地
域
と
合
廿
て

ほ
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
問
は
そ
の
区
域

を
市
会
議
良
の
独
立
選
挙
区
と
し
、
同
灘
村
へ
の
割
当
は
内
務
省
の
許
可
が
え
ら
れ
た
場
合
、

間
人
な
し
い
六
人
と
す
る
ヤ
」
と
、

⑨
W
州
務
有
財
政
は
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
こ
と
、
⑨
上
水
道
・
市
一
也
の
延
長
や
道
路
拡
張
を
速
か
に

」
と
な
ど
が
協
定
さ

－f
、、ニ

O

J

4

v

t

u

v

J
／
 

神
戸
市
は
六
月
十
八
日
、
知
事
あ
て
に
「
市
境
界
変
更
方
ノ
件
内
中
L

を
提
出
し
た
υ

そ
こ
に
は
内
灘
村
だ
け
で
な
く
、
間

郷
町
・
六
叩
村
お
よ
び
石
鼠
川
以
前
の
制
御
影
村
の

部
を
も
編
入
し
た
い
と
あ
り
、
そ
の
即
一
山
一
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
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（
市
の

i
i引
問
者
）
人

シ
、
現
夜
間
部
林
間
方
面
一
一
僅

ハ
六
大
出
市
中
第
三
位
三
ノ
ル
モ
、

実

1沃
！え

空
地
ノ
存
ス
ル
ノ
ミ
。
然
モ
該
地
方
ハ
亦
一
山
川
一
一
都
市
計
岡
上
工
場
地
帯
ト
シ
テ
予
定
さ
フ
ル
ル
ヲ
以
一
ア
、
住
宅
地
ト
シ

一
プ
ハ
治
ン
ド
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
グ
、
（
絡
）
殊
一
一
最
近
木
市
ガ
近
代
町
州
市
／
傾
向
ニ
漏
レ
ズ
専
一
ブ
商
工
業
ノ
中
心
地
ト
ナ
ワ

米
レ
ル

ハ
、
共
ノ
近
郊
町
村
ヲ
住
宅
地
ト
シ

セ
シ
ム
ル
ニ
不
十
一
リ
、
之
等
町
村
ハ
之
ガ
為
近
年
若
シ
ク

本
市

リ
テ
一
体
不
可
分
ノ
関
係
三
リ
ル
チ
（
略
）
。

神
戸
市
ノ
都
市
計
削
街
路
ハ
既

一
兵
一
陣
地
方
委
員
会
一
一
於
テ
決
定
シ
タ
ル
街

：仁

ゲ
タ
ル
モ
ノ
数
線
ノ
外

路
網
計
同
一
一
司
一

い
刀
実
行
ノ
域
一
一
進
、
之
、
之
ニ
依
リ
将
来
ノ
大
判
戸
市
建
設
ノ
第
…
歩
一
一
入
リ
夕
日
ノ
ト
雌
そ
、

日主

根
ヲ
東
部
市
外
一
一
転
ズ
ル
ヤ
道
路
其
他
交
通
設
備
ノ
不
完
全
ナ
ル

市
内
ト
同
一
ノ
論
ニ
プ
ラ
ズ
。
（
同
町
）
仮
リ
ニ
本
市

ガ
将
来
神
戸
潟
市
計
針
ぼ
域
ノ
示
ス
東
郎
木
庄
村
山
一
一
会
ル
地
域
迄
発
展
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、

其
ノ
地
域
内
ハ
所
前

都市計耐と公共~j：業のや11n芝

大
神
戸
市
ト
シ
テ
一
体
ト
ナ
リ
郎
市
ヲ
織
成
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
単
ニ
此
ノ
見
地
ヨ
リ
ツ
見
ル
モ
木
市
ガ

フ
道
路
、
軌

ノ
交
通
設
備
其
ノ
他
公
開
運
動
場
等
組
織
的
ナ
ル
郎
市
発
展
ニ
備
ブ
ベ
キ
各
級
事
業
／
計
踊
上
必
要
ニ
応
ジ
順
次
其

ノ
民
域
内
町
村
ノ
…
編
入
統
一
ヲ
ナ
ス
ハ
、

ニシ一一ノ、

シ
之
ヲ
シ
テ
、
氷
ク

ノ
逆
行
上
級
メ
テ
自
然
ノ

i可
i的
ナ
ノv

川
比
八
ナ
レ
ル

ノ
r片
山
ナ
ル
随
設
ニ
委
サ
ン
ヵ
、

之
等
公
共
的
ナ
ル

ハ
施
設
モ
区
ん
ベ
ト
ナ
リ
、
将
米
ノ
計
揺

ナ
カ
ラ
ザ
ル

ヲ
米
ヴ
ハ
ベ
キ
ハ
切
カ
ニ
シ
テ
、
速
ニ
行
政
庁
口
ノ
単

ナ
ラ
シ
メ
、
交
通
其
ノ
他
之
一
一
部
随
ス
ル
各

臨
／
施
設
ヲ
完
鮪
シ
、
以
テ
相
互
ノ
使
益
地
進
上
将
来
一
一
備
ブ
ル
一
一
付
キ
泣
訴
ナ
キ
ヲ
則
ス
ル
ノ
嬰
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
。

~－－fl!] 

z,q1 

J土

町
村
の
み
な
ら
ず
都
市
計
回
医
域
全
体
を
市
域
化
、
す
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

こ
の
よ
う
に
将
米
は

h

日

3

4
J
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六
甲
村
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
年
六
月
に
は
、
市
よ
り
編
入
の
打
診
が
行
わ
れ
同
月
末
に
は
編
入
に
関
す
る
六
甲
村
の
希
望

条
件
が
出
さ
れ
、

ほ
ぽ
合
立
を
得
て
七
月
に
は
村
会
、
市
会
と
も
に
「
六
甲
村
合
併
ニ
関
ス
ル
協
定
」
を
承
認
し
た
。
こ
れ
は
、

市
会
議
員
の
配
当
に
関
す
る
事
情
引
を
除
い
て
は
、
間
灘
村
の
編
入
条
件
と
ほ
ぼ
問
…
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

八
月
八
日
に
六
甲
村
宇
高
羽
の
う
ち
通
称
四
平
野
の
住
民
か
ら
市
長
あ
て
に
「
六
中
村
神
戸
市
へ
編
入
一
一
関
ス
ル

件
ニ
付
断
、
」
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
四
平
野
は
石
屋
川
以
来
に
あ
る
の
で

J
ハ
甲
村
一
一
属
セ
リ
ト
雌
モ
、
住
民
相
互
間

ノ
交
情
ハ
悶
村
ヨ
リ
ハ
軍
ロ
御
影
町
ト
親
符
ヲ
前
一
一
ネ
、
（
同
町
）
我
間
一
平
野
住
民
ハ
挙
テ
御
影
町
三
編
入
ガ
ヲ
、
氷
年
一
二
日
一
一
プ
希
E

珪
シ

米
リ
ノ
タ
ル
所
、
（
同
時
）
此
ノ
際
永
年
願
望
シ
来
リ
シ
通
リ
、
御
影
町
へ
編
入
相
成
ザ
候
事
ヲ
希
望
L

す
る
と
あ
っ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
市
、
県
、
内
務
省
と
も
、
六
甲
村
の
市
へ
の
編
入
と
同
時
に
、
四
一
平
野
を
御
影
町
に
編
入
し
て
よ
い
と
認
め
た
。

同
郷
町
に
つ
い
て
は
、
六
甲
村
へ
の

の
打
診
と
閉
じ
こ
ろ
編
入
の
打
診
が
市
か
ら
行
わ
れ
た
。
西
郷
町
は
六
甲
村
と
行
動

を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
六
甲
村
の
市
へ
の
編
入
、
か
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
つ
つ
あ
る
た
め
そ
の
編
入
は
比
較
的
容

易
か
と
思
わ
れ
た
が
、
七
月
末
、
丸
間
町
長
は
、
町
議
会
の
協
議
会
が
反
対
の
意
向
を
示
し
て
い
る
の
で
六
甲
村
の
編
入
い
か

レ
－
、
冶
フ
）
一
工
、

P

ぐ
と
カ
カ
オ
1
7
L

っ
た
（
『
又
新
』
昭
和
二
年
七
月
二
十
八
日
）
。
こ
の
背
景
に
は
、
第
一
に
、
同
町
が
灘
の
酒
造
地
帯
の

闘
を
形
成
し
て
お
り
、
財
政
的
に
も
比
較
的
段
か
で
、
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
も
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

し
た
が
っ
て

神
戸
市
に
合
併
さ
れ
た
場
合
に
不
利
援
を
被
る
可
能
性
、
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
第
二
に
、
水
野
御
影
町
長
が
「
灘
酒
憾
造
上

に
統
一
行
動
が
取
れ
な
く
な
り
、
産
業
の
破
楠
棋
を
来
す
」
（
叶
又
新
』
昭
和
二
年
八
月
六
日
）
と
諮
っ
た
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
た
。

第
一
一
一
に
、
右
の
こ
と
と
か
か
わ
っ
て
、
こ
の
頃
、
御
影
町
・
住
吉
村
・
魚
崎
町
な
ど
に
よ
る
灘
市
建
設
計
画
が
進
行
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
酒
造
業
者
ら
に
よ
っ
て
、
神
戸
市
の
末
端
に
連
な
る
よ
り
、
灘
の
名
を
残
し
て
新
市
を
つ
く
る
ベ
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き
だ
と
す
る
意
向
が
反
映
し
て
い
た
。
昭
和
一
一
年
五
月
に
は
、
御
影
・
住
吉
・
魚
崎
・
西
郷
・
六
甲
・
本
庄
・
本
山
の
各
町
村

長
ら
が
集
っ
て
灘
市
建
設
に
関
す
る
意
見
交
換
を
し
て
い
た
。
ま
た
七
月
五
臼
に
は
、
阪
神
沿
線
七
新
聞
の
主
催
に
よ
る
灘
市

建
設
促
進
大
演
説
会
が
開
か
れ

そ
し
て
七
月
末
ま
で
に
は
制
御
影
・
魚
崎
・
住
吉
の
各
町
村
に
灘
市
建
設
に
関
す
る
調
査
委

員
、
が
出
そ
ろ
っ

こ
の
よ
う
な
中
で
商
郷
町
の

部
は
灘
市
建
設
の
方
に
傾
い
た
。

し
か
し
八
月
に
入
り
、
関
郷
町
議
有
志

が
長
知
事
を
訪
れ

知
事
が
「
臼
治
体
の
意
向
に
一
反
し
て
ま
で
強
制
的
に
（
神
戸
市
に
l
i引
用
務
）
編
入
を
な
そ
う
と
は
思

は
な
い
が
、
神
戸
市
都
市
計
画
区
域
内
に
神
戸
市
以
外
の
市
を
前
設
す
る
と
一
一
一
日
ふ
が
加
き
こ
と
は
事
実
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ

る
」
（
句
又
新
』
昭
和
一
一
年
八
月
十
八
日
）

っ
た
た
め
、
神
戸
市
縮
入
を
前
提
と
し
た
条
件
交
渉
の
方
向
に
部
郷
町
の
動
き
は
傾

い
て
い
っ
た
。

一
方
、
神
戸
市
は
八
月
十
五
日
に
、
間
灘
・
六
甲
の
岡
村
十
一
十
月
一
日
に
編
入
し
た
い
旨
知
事
に
申
請
し
た
。

し
か
し
県
は

都市計図と公共ヰr~告の frj1炭

町
村
同
時
編
入
の
方
針
を
堅
持
し
、
市
に
対
し
西
郷
町
へ
の
働
き
か
け
を
指
示
し

そ
こ
で
黒
瀬
市
長
は
九
月
芝
日
付
で

「
市
境
界
変
更
一
一
関
ス
ル
件
」
を
丸
岡
町
長
に
送
り
、
編
入
方
を
保
し
た
。
十
一
月
に
入
り
、
県
の
仲
介
も
あ
り
両
市
町
の
当

事
者
が
会
合
し
、
河
郷
町
側
は
、

「
市
町
合
併
ニ
関
ス
ル
希
望
条
件
案
」
を
市
側
に
提
示
し

そ
の
中
に
は
、
編
入
後
十
年

間
は
、
家
屋
税
負
胞
を
現
状
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
、
同
じ
く
十
年
間
間
は
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
交
渉
は
難
行
し
た
。
そ
こ
で
翠
年
六
月
に
は
西
灘
村
か
ら
燥
に
対
し
顎
灘
・
六
甲
河
村
の
編
入
を
早
く
認
め

る
よ
う
上
中
、
が
な
さ
れ
、
九
月
に
は
二
度
に
わ
た
り
両
村
か
ら
西
郷
町
に

の
合
併
な
急
ぐ
よ
う
申
入
れ
が
な
さ
れ
た
。
県

第一節

は
十
月
か
ら
調
停
に
の
り
出
し
、
十

月
二
十
八
日
に
市
町
代
表
者
が
県
庁
に
会
同
し
、
よ
う
や
く
「
西
郷
町
合
併
一
一
関
ス
ル

協
定
事
項
い
が
合
意
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
編
入
後
五
年
間
は
、
昭
和
一
一
一
年
度
の
家
屋
税
負
担
総
額
を
超
え
な
い
こ
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と
、
同
じ
く
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
も
五
年
間
は
徴
収
し
な
い
こ
と
、
灘
間
郷
澗
造
組
合
の
陳
情
の
趣
旨
を
認
め
、
酒
造
業
に

思
彩
叩
怖
を
及
ぼ
す
よ
う
な
施
設
を
設
け
な
い
こ
と
な
ど
の
特
色
を
も
っ
た
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

」
う
し
て
昭
和
四
年
一
二
月
一
日
付
を
以
て
、

知
事
か
ら
市
と
さ
町
村
に
諮
問
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
の
市
町
村
議
会
で
も
異
議

な
く
決
喰
ら
れ
、

四
月
一
日
に
三
町
村
は
市
に
編
入
さ
れ
、
六
甲
村
の
間
平
野
も
同
時
に
御
影
町
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

」
の
結
果
、

出
ム
コ
い
り
土
、

zyれ
l
一
『

yjF
一
1
1
2
V
U宅

キ
P
J日正

人
口
で
六
万
三
五
五
人
を
治
加
し
て
約
七

万
七
千
人
に
、

市
域
開
狛
は
一
九

加
え
て
八
一
・
九
平
方
キ
ロ
に
弘
大
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
須
磨
町
と
東
部
三
町
村
の
市
へ
の
編
入
は
、

い
ず
れ
も
都
市
計
画
法
と
そ
の
実
施
が
決
定
的
作
用
を
及
ぼ
し

た
の
で
あ
っ
た
。

5 

都
市
計
商
事
業
と
関
連
事
業
の
展
開

道
路
の
新

設
拡
張

都
市
計
両
が
業
の
中
心
は
ま
ず
道
路
の
新
設
拡
張
改
良
事
業
と
さ
れ
た
ο

市
区
改

wm市
計
同
第
一
則
事
業
は
、

正
調
査
委
員
会
が
既
に
改
良
を
決
定
し
て
い
た
道
路
中
、
市
首
第
二
期
総
会
計
回
（
大
正
八
年
一
丹
市
会
で
決
定
）
に

か
か
わ
る
道
路
に
つ
き
、

拡
張
改
良
す
る
も
の
と
し
て
、

大

正
j＼、

ート

月
決
定
を
見
た
。

」
れ
は
第
一
号
線
J
第
八
号
線

（
て
二
）
の
九
路
線
、

約

今
ロ
メ
ー
ト
ル
を
幅
二
一

J

メ
ー
ト
ル
に
鉱
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
計
院
当
初
は
大
正

八
・
九
年
度
で
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
財
政
事
情
に
よ
り
大
正
十
三
年
度
に
完
成
し
た
。
こ
れ
は
移
転
戸
数
二
八

八
O
一
戸
、
移
転
人
員
約
一
万
五
千
人
、
総
工
費
一
七
三
五
万
円
の
市
は
じ
ま
っ
て
以
米
の
大
土
木
事
業
で
あ
っ
た
。
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大
正
九
年
に
須
磨
町
を
編
入
し
た
際
、
市
電
延
長
と
水
遊
牧
設
は
編
入
の
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
た
め
の
須
磨
線
道
路

の
建
設
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
須
磨
線
建
設
が
都
市
計
一
向
第
二
期
容
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
東
尻
池
一

T
H
1須
磨
駅
前
間

約
五
・
ム
ハ
キ
口
メ
ー
ト
ル
を
一
戦
ニ
問
J
二
七
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
結
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
、
当
初
計
附
は
大
正
十
一
了
、
十
四
年

度
で
あ
っ
た
が
、

に
完
成
し
た
の
は
昭
和
三
年
で
、
総
工
設
は
約
六
四
五
万
円
で
あ
っ
た
。

な
お
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
の
た
め
、
土
地
家
屋
買
収
費
が

り
安
く
な
っ
た
の
で
、
第
…
期
・
第

約
一
七

O
万
円
の
剰
余
が
出
た
。
こ
れ
ば
、
第
一
期
線
終
点
京
高
怯
1
1
3
東
尻
池
二
丁
目
間
の
改
良
に
賀
さ
れ
た
が
、
げ
て
の
際

連
河
に
架
る
橋
を
同
定
橋
に
す
る
か
問
問
削
除
に
す
る
か
で

ηi弓
寸
何
日
付

江
川
門
主
午

間
関
が
持
ら
あ
が
っ
た
が
、

結
局
間
関
橋
に
決
し
、

一
月
に
開
通
し
た
。
こ
の

の
橋
で

と
し、

1つ
れ

ま
た
、
都
市
計
画
事
業
に
関
連
し
て
、
こ
の
こ
ろ
国
・
県
に
よ
る
叛
神
間
近
の

行
わ
れ
た
。
大
戦
中
の
経
済
の
発
展

者llr!J計日目と公共＊＊の｛l¥lJI芝、

に
伴
い
阪
神
間
の
幹
線
道
路
の
整
備
は
急
務
と
な
り
、
大
正

は
そ
の
出
向
JV一
回
に
市
中
詳
し
て
い
た
が
、
八
年
度
以
降

分
の
…
を
闘
が
補
助
す
る
こ
と
が

年
末
に
改
良

ら
；れ

し
た
。
こ
の
工
事
は
十
五
年
末
に
完
成
し
、

び〉

は
そ
の
上
に

翌
昭
和

開
通
し
た
。

な
お
大
正
十

年
に
は
神
明
国
道
も
計
図
さ
れ
、
こ
れ
ば
昭
和
八
年
に

五
っ
て
完
成
し
た
っ

第
二
期
事
業
が
完
成
に
近
、
づ
く
と
、

さ
ら
に
市
中
央
部
に
お
け
る
幹
線
道
路
計
闘
が
提
担
さ
れ
た
。

坂
神
間
道
、
が
完
成
し
て

仮
神
間
の
交
通
山
一
も
急
増
し
、
神
明
国
道
も
建
設
の

つ〉
1
1
＼

か
つ
郎
市
…
一
一
一
川
尚
街
路
網
が
決
定
し
た
の
で
、
同
問
道
と
市
中

ノ、押んf、－

m一一1111

央
部
お
よ
び
神
戸
港
を
給
ぶ
幹
線
道
路
は
急
務
と
な
っ
た
。
第
一
二
郎
事
業
計
画
は
こ
の
緊
急
J

必
要
す
る
道
路
、
す
な
わ
ち
抜
神

国
道
終
点
（
岩
屋
）
か
ら
尚
道
務
ま
で
な
一
一
一
六
メ

i
ト
ル
腕
、
路
道
筋
J
V一
雨
に

に
至
る
支
で
を
一
一
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
…
怖
で
結
ぶ
道
路

近代・ JJH¥:際交告すlV47r 



を
建
設
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
第
一
刑
刑
事
業
路
線
の
舗
装
化
と
生
田
川
を
埋

立
て
問

0
メ
ー
ト
ル
幅
の
大
避
閑
道
路
を
建
設
す
る
計
闘
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
闘
は
、

昭
和
一
一
一
年
度
か
ら
五
カ
年
継
続
、
総

四
八
六
万
円
と
い
う
大
事
業
で
あ
っ
た
。

i奈川公悶付近を走るrl1電

市
電
の
廷
長

都
市
計
尚
道
路
は
ま
た
問
附
に
拡
張
さ
れ
た
道
路
に
市
電
な
延
長
さ

せ
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
都
市
計
闘
第

jt~ 

業
が
市
電
第
二
期
線
計
図
に
見
合
っ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ミ
ド
L
ん
＼

F
r
x
向

ψ

こ

イ
ノ
一

j
」
ノ
ノ
J

ノ

E
j

の
市
営
化
に
踏
み
切
っ
た
神
戸
市
に
と
っ
て
、
神
戸
電

気
株
式
会
社
が
す
で
に
特
許
を
得
て
い
た
約
二
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
未
成
線
を
完
成
さ

写J~r 29 

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
て
熊
内
一
丁
目

1
坂
口
通
ニ
丁
目

そ
の
た
め
の
第

（
上
筒
井
）
間
（
第
一
期
総
）
の

一
四
万
円
の
予
算
を
も
っ
て

大
正
八
年

四
月
に
開
通
さ
せ
た
。
こ
れ
は
わ
ず
か
七

0
0メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

翌
年
七
月
、
阪
急
電
鉄
が
上
筒
井
ま
で
を
開
通
さ
せ
た
の
で
、
大
阪
と
神
戸
止
を
結
ぶ
重

第
二
期
総
計
回
は
、
先
の
神
戸
電
気
株
式
会
社
の
未
成
線
に
対
し
、
そ
の
後
の
変
化
を
考
慮
し
て
大
幅
な
変
更
を
加
え
、
約

要
な
ル
i
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る

G

一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
敷
設
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
八
年
五
月
に
市
会
の
議
決
な
得
、
翌
年
五
月
爵
の
特
許
な
受

け
世
一
石
工
さ
れ
た
。
第
二
期
総
は
関
刊
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
開
通
年
月
は
表
山
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま

で
約
二
一
一
キ
ロ
メ
i
ト
ル
で
あ
っ
た
市
電
は
二
五
キ
口
メ
i
ト
ル
と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
市
営
開
始
当
時
（
大
正

472 第三章第一次大戦後の神戸



六
年
）
に
一
日
平
均
一
…
万
間
千
人
で
あ
っ
た
染
家
数
は
第
二
期
総
完
成
時
の
十

（
問
中
一
次
）
。
支
た
噌
加
す
る
梁
容
に
対
し
七
は
大
正
九
年
か
ら
大
型
取
（
ボ
ギ
ー
車
）
も
混
入
さ
れ ア

」
十
i
h

、

、u
e
i

二
四
万
人
へ
と
端
加
し
た

近代・現代

こ
の
第
二
期
総
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
児
池
線
に
清
盛
塚
（
南
逆
淑
川
二

γ
目
）
が
か
か
っ
た
た
め
、
そ
の
撤
去
を
め
ぐ
っ

者~fl]号h出！と公共事業の仲良

I）籾F車

山 岡田一 2期終

第一節

0 5叩 lCCG 1500m 

日霊3た綴w

て
大
正
十
年
か
ら
開
胞
が
持
も
あ
が
っ
た
。
撤
去
反
対
者
の
理
由
は
、
兵

防
問
発
の
恩
人
で
あ
る
一
千
清
川
慌
の
塚
を
移
転
さ
せ
る
と
は
何
事
か
と
い
う

1li1立q切・ 2J部路線｜ヨ｜玄I19 

ilT'f琶第 2J抑止IJ日通年表表 122

大IE1 

11. 7 

11. 12 

13. 7 

14. 3 

開通'if.月

rLJ子.J：：.沢線（占liif:r~lllJ 3了臼～長III交差点）

淡Jll線 （公関下～新潟地）

布告公取門忠良 （大会IL!～楠公前）

IJL池綴 （；長III交差点～築,liJ;)

和日i線 （中之島～高松）

志望E各

」
と
に
あ
っ
た
が
、
他
方
移
転
が
で
き

な
い
と
伐
る
と
兵
席
連
河
の
青
物
市
場

の
大
部
分
が
軌
道
に
な
る
こ
と
に
な
っ

資料：事11JSrl1交通｝汚叩Ji戸市V::Jilllf百六i介二！＇！：＇.，，，

た
の
で
、
青
物
問
段
組
合
が
清
様
塚
現

場
保
存
に
反
対
、

一
時
こ
の
問
題
は
新

開
な
に
ぎ
わ
し
た
が
、
結
局
内
務
省
は

路
線
変
更
を
認
め
ず
、
十
二
年
末
、
清

慮
深
を
移
転
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

c_. 

0) 

二
期
総
の
若
工
間
も
な
い
大

正

主ド

月
、
第
三
郎
線
計
闘
は
市

の
議
決
止
を
経
て
、
翌
年
八
月
間
か
ら

特
許
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
須
謄
昨

473 



編
入
条
件
で
あ
る
市
電
須
磨
線
を
実
現
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
須
磨
線
を
め
ぐ
っ
て
市
と
兵
時
電
気
軌
道
株

式
会
社
（
兵
泡
）
と
の
問
に
特
許
獲
伺
待
合
戦
が
行
わ
れ
た
。
兵
電
は
そ
れ
ま
で
に
特
許
を
得
て
い
た
海
洋
支
線
の
路
線
変
更
を
申

請
し
た
が
、
こ
れ
が
市
の
須
磨
計
回
線
と

致
し
て
い
た
の
で
、
政
府
に
働
き
か
け
、
須
’
陪
区
な
ど
の
住
民
も
、
乗
り
待
え
な

し
に
市
中
央
部
へ
出
ら
れ
、
し
か
も
均
一
料
金
制
の
市
電
な
支
持
し
て
速
成
同
盟
会
を
結
成
し
て
運
動
し
た
。
結
局
、
兵
電
が

対4成弘三
M3τ
占
／

大IE13年度

24.541 

87,376,615 

239,388 

17. 

64, 108, 

175 

12, 039, 220 

32,984 

7, 734, 

21, 

228 

4,301,364 3, 140, 

昭和7年度

30. 752 30. 

103, 579, 

283, 

80, 420, 103 

220,329 

17,093,394 

46,832 

17, 044, 

46, 

275 

4,464, 132 

乗
入
れ
を
県
む
場
合
、
市
は
拒
否
し
な

5, 929, 

日本初といわれたスチーノレカーG事
er神戸市交通局六十＂！.二史」〕

写~i 30 
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第一節 制11!1言it惑と公共事ー業のffjl渓

表 123 r!J況の営

コミ正9if'度

12. 968 

57,313,414 

157,026 

5, 545, 270 

15, 193 

110 

2,805, 173 

昭和3年度

30.313 

110, 755, 718 

303,440 

16, 651, 073 

45,619 

265 

5,446,884 

資料：神戸市交通局叩11戸市交通局六…1－年plミA

張
問
問
属
川

崎崎町h
 

h
 ，

 

軸
』
司

』
司

』
『

し」忠~OOm

I , 2期号室

田畑幽ー 3現場特3午線
幽幽幽幽不許可になった路線

ぽI20 市電3j羽特許路線凶

475 ！笠史編w近代・現代



大正期のこと地区泊主主連組令

名 称 認可年月 国 事＇.t卒業費予算

年月 n汀反 万円

大日ニ！二地区illli整理組合 大正12. 3 166. 3 66. 2 

;;l!i野土地！玄阪整理組合 12. 6 45. 6 28. 9 

大手土地IK濁孫浬組合 13. 2 2. 7 2. 6 

長l王l土地区爾'1i主連組合 13. 6 79. 9 39. 3 

部資土地区繭主主理組合 14. 2 29. 2 14. 7 

八幡土地区間整理組合 14. 2 47. 4 11. 1 

篠原土地区間捻理組合 14. 6 57. 7 53. 3 

東須藤北野土地｜友商務理組合 15. 10 1. 4 0. 8 

表 124

い
と
い
う
条
件
で
市
が
特
許
を
得
た
が
、
乗
入
れ
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
た

ふう

は
打
撃
を
受
け
、
大
正
十
五
年
に
は
宇
治
川
電
気
に
買
収
さ
れ
た
。

し
か

し
市
側
も
海
岸
線
や
脇
浜
芦
屋
川
間
線
が
不
許
可
と
な
っ
た
（
図
初
）
。
第
一
一
一
期
線

の
う
ち
須
磨
線
は
昭
和

月
、
高
松
線
は
一
一
一
年
十
一
月
に
開
通
し
、
こ
れ
に

よ
り
両
神
戸
と
運
河
地
般
の
交
通
の
使
が
よ
く
な
っ
た
が
、
昭
和
二
年
の
金
融
恐

慌
そ
れ
に
続
く
五
年
か
ら
の
昭
和
恐
需
に
よ
り
残
り
の
路
線
建
設
は
な
か
な
か
進

展
し
な
か
っ
た
。

土
地
区
画

勧
銀
理
組
合

都
市
計
四
の
進
展
に
と
も
な
い
民
間
で
も
感
ん
に
土
地
開
発
が
行

わ
れ
た
。
都
市
計
的
法
以
前
に
お
い
て
も
、
す
で
に
明
治
四
十

（住） Ij>J¥'i't"iは I千円未訪問捻五入

年
制
定
の
耕
地
整
怒
組
合
法
を
準
用
し
て
土
地
整
理
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
都
市

計
闘
の
進
展
と
と
も
に
大
日
土
地
区
制
整
理
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
土
地

区
岡
強
制
収
組
合
が
つ
く
ら
れ
た
（
表
似
て

し
か
し
、
こ
う
し
た
民
間
の
土
地
開
発
な
め
ぐ
っ
て
は
次
の
よ
う
な
関
難
な
内

包
し
て
い
た
。

一
つ
は
組
合
内
部
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
夢
野
納
入
管
で
は

認
可
ヲ
得
ル
ヤ

ノ
測
泣
其
ノ
他
計
四
ハ
殆
ン
ド
成
リ
、
今
ヤ
起
工

ン
ト
シ
テ
、
而
シ
テ
一
一
、
一
一
一
ノ
大
地
主
ノ
感
情
問
題
ニ
端
ヲ
発
シ
（
略
）
、
総
会
ヲ
幾
間
召
集
ス
ル
モ
法
定
数
一
一
達
セ
ズ
。

ノ
進
行
ヨ
リ
以
上
ノ
大
関
難
ヲ
来
ス
ベ
ク
（
略
）
敢
テ
之
ヲ
遂
行
セ

之
ヲ
解
散
セ
ン
ト
ス
ル
モ
負
債
ノ
償
却
ニ
於
テ
ハ
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ン
ト
ス
ル
モ
其
ノ
方
法
ナ
ク
突
一
一
進
退
谷
マ
ル
ノ
秋
ト
ナ
リ
タ
リ
。
（
略
）
之
ヲ
長
田
及
ピ
大
白
ノ
整
理
ト
相
待
テ
、
神
戸

市
ノ
北
西
ヲ
貫
通
シ
テ
果
シ
テ
其
ノ

ヲ
期
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
一
大
障
害
タ
ル
ヲ
歎
ゼ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
地
方
開
発
上
、
否
、

神
戸
市
発
展
ヲ
助
長
ス
ル
怠
味
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
蒙
ヲ
披
カ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
令
部
市
研
究
』
第
二
巻
第
一
号

大
正
十
去
年
一
月
）

と
い
っ
た
事
態
が
出
現
し
た
。

も
う
一
つ
は
組
合
と
地
域
住
民
と
の
問
題
で
あ
る
。

『
神
戸
文
新
日
報
』

（
大
正
十
一
年
九
月
一
一
一
十
日
）
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
林
岡
山
悼
と
く
に
低
地
滑
で
あ
る
庄
間
町
、
駒
ケ
林
町
で
は
、
雨
が
あ
る
ご
と
に
潜
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
、
家
屋
浸
水
も

た
び
た
び
あ
っ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
伝
染
病
も
発
生
し
た
。
と
こ
ろ
が
林
田
区
の
道
路
・
潜
は
多
く
商
部
緋
地
整
理
組
合
の
所

有
地
で
あ
っ
た
。
林
田
自
治
会
は
大
正
十
一
年
九
月
末
に
協
議
会
を
開
き
、
十
月
に
広
氏
大
会
を
計
晒
す
る
と
と
も
に
市
と
組

合
に
護
処
を
要
求
し
よ
う
と
し
た
。
耕
地
整
理
組
合
の
一
言
い
分
は
、
土
地
（
管
理
）
を
市
に
引
渡
す
と
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
悶
鉄

都市計商と公共事業の｛中段

改
良
計
闘
に
お
い
て
西
神
戸
が
高
架
式
か
ら
築
堤
式
に
な
り
そ
う
な
現
夜
、
こ
れ
を
葎
制
す
る
た
め
の
切
り
札
を
失
っ
て
し
ま

う
か
ら
引
き
渡
す
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
住
民
側
の
主
張
は
、
私
有
地
で
あ
っ
て
も
林
田
一
弘

民
は
税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の
公
共
用
地
に
施
設
を
ほ
ど
こ
す
の
は
当
然
で
、
組
合
の
主
張
は
組
合
員
の
私
益
の
た
め

に
す
る
主
張
で
あ
る
と
し
て
県
に
働
き
か
け
を
し
て
市
に
道
路
改
修
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
私
権
と
公
共
事
業
と
の
間
に
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
郎
市
計
商
事
業
全
体
の
中
で
も
重
大
な
問
題
と
な
っ
て

く
る
の
で
あ
っ
た
。

第一節
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6 

国
鉄
・
私
鉄
問
題
と
築
港
事
業

市
内
縦
貫
鉄
道
（
国

鉄
）
改
良
問
題

都
市
計
剖
の
逆
行
は
、
決
し
て
都
市
計
同
法
に
も
と
づ
く
事
業

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

神
戸
市
で
は
、

す
で
に
大
正
七
年
二
月
、

市
会
議
長
の
名
に
よ
り

政
府
に
対
し
、

「
神
戸
市
内
鉄
道
線
路
ノ
改
良
一
一
関
ス
ル

を
提
出
し
、
国
鉄
が
地
上
を
走
る

こ
と
に
よ
っ
て
市
域
が
南
北
に
分
断
さ
れ
交
通
な
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
陣
容
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
に
蝶
み
、
そ
の
改
務
方
を
要
堕
し
て
い
た
。
そ
の
改
良
に
つ
い
て
は
市

民
・
市
会
の
内
部
に
高
架
式
よ
り
地
下
式
に
す
べ
し
と
い
う
怠
見
も
多
か
っ
た
。

し
ち、

し
、
八
年
五
月
鉄
道
院
副
総
裁
ら
が
米
神
し
、
高
架
式
を
一
一
一
日
明
、
十
月
に
は
市
区
改
正

委
員
会
に
対
し
、
生
田
川
i
l
兵
庫
駅
間
を
高
架
と
す
る
案
を
照
会
し
て
き
た
。
委
員
会

は
十
二
月
、
灘
釈

i
際
取
駅
間
を
高
架
と
す
る
よ
う
修
正
怠
見
を
提
出
し
た
。
大
正
十

年
十
二
月
、
鉄
道
省
（
大
正
九
年
五
月
鉄
巡
院
が
翁
に
芥
格
）
は
修
正
怠
見
な
採
用
す
る
が
、

新
生
田
川

i
御
字
通
関
の
み
を
ス
ラ
ブ
式
ま
た
は
扶
式
に
、
他
は
築
堤
式
と
し
、
一
一
ア

宮
駅
を
加
納
町
踏
切
間
近
に
移
す
と
い
う
案
を
、
都
市
計
回
神
戸
地
方
委
員
会
に
諮
問

し
て
き
た
。
改
組
さ
れ
て
兵
路
地
方
委
員
会
と
な
っ
た
問
委
員
会
は
十
一
年
十
月
、
神

メ
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戸
製
鋼
所
西
側

i
新
藤
川
問
を
ス
ラ
ブ
式
と
修
正
し
て
答
山
中
、
こ
れ
が
大
体
認
め
ら
れ
、
十
一
一

一
月
に
最
終
決
定
を
み
た
。

と
こ
ろ
が
地
下
式
を
主
張
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
市
会
に
は
、
十
四
年
二
月
と
七
月
に
再
度
地
下
式
の
建
議
案
が
提
出
さ

れ
激
し
い
論
争
と
な
っ
た
。
結
晶
こ
の
問
題
は
、

工
事
期
間
が
地
下
式
だ
と
長
び
く
こ
と
の
ほ
か
に
、
黒
潮
弘
志
市
長
が
「
財

政
上
ノ
問
題
ヲ
考
へ
ズ
シ
テ
地
下
ガ
笠
イ
カ
ト
一
広
へ
パ
地
下
ガ
ヨ
ロ
シ
イ
ト
云
ブ
。
此
問
題
ハ
嬰
ス
ル
ニ
財
政
上
ノ
問
題
ダ
一
ブ

ウ
ト
思
フ
」
（
『
神
戸
市
会
史
b

第
二
巻
）
と
述
べ
た
よ
う
に
財
政
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。

地
下
式
は
高
如
水
式
の
二
倍
以
上
の
費
用

が
か
か
り
、
市
が
一
一
一
千
万
円
近
い
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
問
題
に
お
さ
れ
、
市
会
で
は
二
六
対
二
八
の

髄
設
な
も
っ
て
地
下
式
建
議
案
は
否
決
さ
れ
た
。
国
鉄
高
架
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
神
戸
海
岸
線
鉄
道
も
計
画
さ
れ
、
大
正
十
年
末
、
鉄
道
省
は

J
問
架
改
築
ス
ル
ノ
結
果
、
神
戸
駅
ニ
於

ケ
ル
一
般
貨
物
及
鉄
道
省
用
品
輸
送
ノ
必
要
上
」
（

E
ハ
肉
体
間
約
ニ
於
ケ
ル
都
市
計
画
』
第
一
巻
）
神
戸
税
関

i
神
戸
駅
間
に
海
岸
鉄
道

都市計悶と公共事業の仲良

を
建
設
す
る
案
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
若
干
の
路
線
変
更
を
伴
っ
て
昭
和
三
年
末
に
完
成
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
頃
、
神
戸
鉄
道

局
移
転
問
題
が
も
ち
あ
が
り
、
市
会
は
大
正
十

間
月
「
神
戸
鉄
道
局
移
転
阻
止
ニ
関
ス
ル
意
見
書
提
出
ノ
件
」
を
可
決
し
、

政
府
に
意
見
書
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
は
突
な
結
ば
ず
、
昭
和
一
一
一
年
四
月
に
廃
止
と
な
り
、

五
月
か
ら
大
阪
鉄
道
話
が
開
設
さ

れ
た
。

一
方
で
は
私
鉄
の
計
回
ラ
ッ
シ
ュ
が
、

他
方
で
は
阪
神
電
鉄
株
式
会
社
寂

神
戸
市
の
急
速
な
膨
張
に
伴
い
、

私
鉄
粂
入

れ
問
題

神
）
・
阪
神
急
行
電
鉄
株
式
会
社
（
阪
急
）
・
兵
陪
電
気
軌
道
株
式
会
社
（
兵
mm）
に
よ
る
市
中
央
部
へ
の
染
入
れ
計

第一節

回
が
相
次
い
で
出
現
し
た
。

大
正
加
と
く
に
第
一
次
大
戦
後
の
私
鉄
計
両
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
ま
ず
見
て
み
よ
う
。
神
明
急
行
電
鉄
は
湊
川
！
明
石
間
の

近代.~晃代隆史寄託W479 
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土留祭場式街路図

鉄
道
計
画
を
な
し
、
大
正
十
年
六

月
政
的
の
特
許
を
向
に
の
ち
、
そ

の
特
許
権
を
切
別
電
鉄
に

明
悦
屯
欽
は
神
姫
電
鉄
と
な
り
、

に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。

か
し
こ
れ
は
兵
電
の
市
中
央
部
釆

入
れ
計
回
と
と
も
に
実
現
し
な
か

っ
た
（
「
市
屯
の
延
長
」
参
限
。
な
お

大
正
十
四
年
凶
月
の
市
会
に
兵
氾
を

市
に
m
A
収
す
る
建
議
案
が
提
出
さ
れ
、

市
会
主
廿
派
の
対
立
と
も
か
ら
ん
で
政

治
問
題
と
な
っ
た
が
、
結
局
こ
の
建
議

突
は
撤
回
さ
れ
た
）
。

大
万二

五
王l'-

線化関係 II携関

月
に
は
神
戸
有
馬
屯
鉄
が
設
立

さ
れ
昭
和

神
戸

旺i

間
の
営
業
安
開
始
し
た
。
こ
の
線

に
つ
い
て
も
、
市
電
平
野
線
終
点

480 
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乙スラフ冶t又ハj共

者~T!J計阪と公共事業の仲良

土留 i'i1i堤式

第一i11i

鷹取操jfiJ＃（新設計

Ll三主

限鉄の高架

な
起
点
と
す
る
当
初
計
画
が
波
川

公
開
下
起
点
に
変
更
さ
れ
る
に
つ

い
て
市
会
紘
一
？
で
激
し
い
や
り
と
り

が
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
実
現
し
な

区I22 

か
っ
た
私
鉄
計
聞
と
し
て
、
時
取

綿
索
（
ケ
i
ブ
ル
）
電
気
軌
道
（
大

正
十
二
年
）
、
神
戸
福
崎
電
鉄
（
十

年
）
、
阪
神
海
岸
鉄
道
（
訴
合
浜
辺
通

大
阪
此
花
区
桜
島
問

十間同年）、

再
度
山
登
山
電
鉄
（
十
四
年
）
、
京

神
急
行
電
鉄
（
京
都
i
神
戸
開

四
年
）
、
阪
神
海
岸
鉄
道
（
葺
JA口
真
砂

通
一
一
丁
目

i
大
阪
東
淀
川
夜
間

昭
和

二
年
）
、
神
戸
地
下
鉄
（
住
吉
i
凶
須

熔
問
、
脇
浜
i
西
須
磨
拘

ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
神
戸

地
下
鉄
計
調
は
大
正
十
五
年
に
計

近代・君主代日獲量ミ綴N

な

48工



メ
Hf 

0 5CC JOO Om 

掘
さ
れ
、
昭
和
一
一
一
年
に
市
会
に
上
程
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
初
の
束

482 

同
を
一
一
本
の
地
下
鉄
で
結
ぶ
事
業
費
八

0
0
0万
門
と
い
う
大
計
闘
で
あ
っ
た
。

」
の
よ
う
に
多
く
幻
に
終
っ
た
私
鉄
計
闘
に
比
べ
、
甑
神
と
板
A

一
一
仙
の
市
中
心

部
梁
入
れ
計
回
は
第
一
次
大
戦
後
に
出
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
は
ら
み
な

が
ら
昭
和
に
入
っ
て
実
現
し
た
。

大IEW1：：頃の私鉄起終点駅

阪
神
は
す
で
に
明
治
三
十
八
年
、
大
阪

i
一
一
一
宮
間
を
開
通
さ
せ
、

そ
の
後
、

一
一
一
宮
か
ら
加
納
町
五
丁
目
（

p

海
道
）
ま
で
延
長
さ
せ
た
。
大
正
八
年
、
阪
神
は
滝

道
か
ら
阿
灘
村
山
桁
屋
間
に
専
用
地
上
軌
道
を
敷
設
し
て
路
線
を
変
更
し
よ
う
と

し
た
。
同
じ
頃
、
阪
急
・
兵
電
も
乗
入
れ
た
一
計
画
申
請
し
た
の
で
、
神
戸
市
区

改
正
委
員
会
は
大
正
八
年
十
一
月
「
一
一
一
会
社
ト
モ
地
下
線
ト
ス
レ
パ
品
川
市
支
ナ
シ
」

と
答
申
し
、
市
会
も
地
下
線
な
ら
ば
よ
い
と
議
決
し
た
。
そ
の
後
、
阪
神
は
、

関 23

大
正
十
一
年
、
住
吉
大
石
間
を
高
架
に
し
、
十
一
一
一
年
八
月
、
高
架
に
よ
る
市

tll一次大戦後の事J!)i

内
乗
入
れ
を
出
願
し
た
が
、
市
会
の
反
対
を
考
慮
し
て
十
月
、
地
下
式
で
再
出

願
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
終
点
を
荒
田
町
一

丁
目
（
淡
川
公
国
附
近
）
ま
で
延
長

し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
兵
電
が
波
川
公
間
関
近
、
ま
で
乗
入
れ
す
る
計
画
が
あ

っ
た
の
に
対
応
し
、
大
阪
！
神
戸
！
明
石
そ
し
て
姫
路
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
を
実

第三rfi:

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
十
五
年
六
月
、
市
会
は

定
の
条
件



を
つ
け
て
こ
れ
を
承
認
、
そ
の
後
若
干
の
変
更
を
経
て
、
昭
和
六
年
に

八
年
六
月
に
沼
産
i
一
一
一
宮
闘
が
、
十
一
年
に
は

一
万
町
ま
で
開
通
し
た
。

し
か
し
渋
川
公
閣
ま
で
の
延
長
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

阪
神
に
比
べ
て
大
き
な
政
治
問
題
と
な
っ
た
の
は
阪
急
の
染
入
れ
問
題
で
あ
っ
た
。

大
正
七
年
二
月
、
箕
間
有
馬
電
気
軌
道
株
式
会
社
は
阪
神
急
行
電
鉄
株
式
会
社
と
改
称
し
、
九
年
七
月
に
は
大
阪

i
上
筒
井

問
を
開
通
さ
せ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
当
時
の
市
域
の
東
端
支
で
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
開
通
以
前
か
ら
市
中
心
部
へ
の
乗
入
れ

計
回
が
立
て
ら
れ
、

へ
午
一
月
ぢ
勾
延
長
線

η
降
詐
γ」

hv請
し
た
。

ノ

f

一

2
I
l－
－

（

i
z
i
：
l

j

I

1

そ
れ
に
よ
る
と
延
長
終
点
を
一
一
一
宮
町
一
一
一
丁
目
（
一
万
町
の
入

ロ
）
と
し
、

上
筒
井
i
新
生

m川
間
は
地
上
線
で
、
そ
れ
よ
り
間
を
地
下
線
（
約
一
－
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

知
事
の
議
開
に
接
し
た
市
会
は
六
月
、
市
内
は
全
部
地
下
線
と
す
る
な
ら
認
め
る
と
答
申
、
神
戸
市
区
改
正
委
員
会
も
十
一
月

に
市
内
地
下
式
と
答
申
し
、
こ
の
条
件
で
十
二
月
に
特
許
が
与
え
ら
れ
た
。

都市計図と公共事業の仲良

し
か
し
販
急
は
計
悶
立
案
洲
一
程
で
地
下
式
と
し
た
場
合
、
高
架
式
に
比
べ
、
工
期
で
約
二
倍
、
費
用
で
約
一
一
一
倍
も
か
か
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
他
方
、
国
鉄
の
高
架
化
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
の
で
、
阪
急
は
大
正
十
年
九
月
、
生
田
神
社
間
近
む
ま
で
を
高

架
と
す
る
計
悶
変
更
を
知
事
に

知

－

o

J
l
p
 

一
方
市
会
お
よ
び
市
当
局
は
地
下
式
方
針
を
堅
持
し
、
例
え
ば
都
市
計
画
部
長
森

垣
屯
一
郎
は
半
年
以
上
に
及
ぶ
欧
米
視
察
の
後
の
十
四
年
二
月
「
私
は
、
神
戸
市
は
近
き
将
来
に
於
て
是
非
共
地
下
電
車
が
必

要
と
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
ゐ
る
。
川
町
の
如
く
狭
く
長
い
神
戸
市
の
如
き
は
、
其
の
都
市
を
通
過
す
る
も
の
は
是
非
共

地
下
式
電
車
を
以
て
し
て
地
上
の
混
雑
を
緩
和
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
」
（
『
又
新
』
大
正
十
四
年
二
月
四
日
）
と
語
っ
て
い
た
。

第一節

こ
う
し
た
事
態
に
鍛
み
、
知
事
は
阪
急
の
申
請
を
保
閣
の
ま
ま
に
し
続
け
た
。

阪
急
は
、
大
正
十
五
年
八
月
か
ら
悶
鉄
が
尚
架
工
事
に
着
工
し
た
こ
と
や
梅
田

i
新
淀
川
間
の
高
架
完
成
の
実
績
か
ら
市
内

近代・現代t皆1史謀議lV483 



全
線
を
高
架
化
と
す
る
変
更
計
的
を
、

吋

1
H
H

比
川
示
中

そ
の
年
の
五
月
に
山
県
治
郎
に
か
わ
っ
た
長
延
連

'.if 

月

知

昨l

し
た

知
事
は
十
一
月
三
日
付
で
三
十
日
ま
で
に
問
符
す
る
よ
う
神
戸
市
に
諮
問
し
た
。
市
の
十
二
月
三
十
日
ま
で
の
猶
予
の
申
出
で

に
対
し
知
事
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
問
符
な
き
時
は
呉
存
な
し
と
認
め
る
も
の
と
す
る
旨
回
答
し
た
。
と
こ
ろ
が
市
の
担
当

者
の
不
手
際
で
市
長
ら
が
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
期
限
が
米
て
し
ま
っ
た
。
県
は
十
六
日
政
府
に
申
請
手
続
を
と
り
十
七

日
に
市
に
そ
の
出
向
通
知
し
て
き
た
。
十
二
月
二
十
円
日
の

に
市
長
か
ら
「
軌
道
敷
設
変
更
一
一
関
ス
ル
件
」
が
議
問
さ
れ
る

と
市
会
で
は
大
問
題
と
な
り
、

一
致
で
支
障
あ
り
と
認
む
と
決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
点
ち
に
政
府
当
局
へ
の
皮
対
観
情
運

動
が
抑
制
織
さ
れ
、
翌
一
一
一
年
に
入
る
と
政
党
名
支
部
も
反
対
決
議
を
行
う
な
ど
反
対
運
動
は
全
市
的
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
、
が
こ
の
年
の
一
一
月
に
は
衆
議
院
の
選
挙
（
脅
迫
選
挙
に
よ
る
初
の
総
選
挙
）
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
高
架
化
に
反
対
し
な

い
と
神
戸
市
で
の
選
挙
は
勝
て
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
時
の
間
中
義
一
政
友
会
内
問
は
、
当
市
問
題
を
回
避
す
る
た
め
、
内

務
省
か
ら
都
市
計
岡
兵
陣
地
方
委
員
会
に
務
中
期
限
を
一
月
十
九
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
延
期
す
べ
し
と
命
ず
る
一
方
、
一
長

知
事
に
対
し
て
会
社
側
中
清
を
撤
回
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ

阪
急
は
政
局
安
定
を
待
っ
て
再
出
願
す
る
こ
と
を
条
件
に
い
っ

た
ん
撤
回
し
、
選
挙
後
、
問
問
鉄
併
打
線
に
変
更
し
て
五
月
に
再
提
出
し
た
。
市
会
は
八
月
、

四
七
対
四
で
こ
れ
を
否
と
し
た
が

少
数
と
は
い
え
賛
成
議
員
が
出
て
き
た
こ
と
は
注
お
さ
れ
た
。

そ
し
て
阪
急
高
架
乗
入
れ
間
止
実
行
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
地
元

お
よ
び
中
央
で
様
ん
に
阻
止
運
動
が
続
け
ら
れ
た
が
、
中
心
〈
で
の
情
勢
は
次
第
に
阪
急
側
に
有
利
と
な
り
、
翌
問
年
四
月
の
市

会
議
員
選
挙
（
初
の
普
選
市
議
選
）
の
の
ち
に
な
る
と
市
会
内
の
有
力
会
派
で
あ
る
政
友
会
系
の
昭
和
会
、
が
高
架
や
む
な
し
の
方
向

に
変
っ
て
き
て
い
た
。
こ
う
し
て
つ
い
に
六
月
、
内
務
・
鉄
道
同
大
任
名
で
高
架
変
更
計
画
が
許
可
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
り
政

治
問
題
と
も
な
っ
た
阪
急
乗
入
れ
問
題
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
そ
し
て
西
灘
！
三
官
間
の
高
架
開
通
は
昭
和
十
一
年
に
実
現
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し
た
の
で
あ
る
。

築
港
事
業

の
進
行

神
戸
港
築
港
の
第
…
加
工
事
は
、
当
時
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
外
明
貿
易
設
織
の
拡
充
の
た
め
、
小
野
浜
地

先
海
面
を
限
立
て
四
本
の
突
堤
を
建
設
し
、
年
間
一
二

O
万
ト
ン
の
貨
物
を
取
扱
う
計
画
の
下
に
、
明
治
四
十

年
か
ら
大
蔵
省
に
よ
る
工
事
が
始
め
ら
れ

川
仕
立
而
杭
ニ
七
万
平
方
メ
i
ト
ル
、
淡
深
間
的
似
一
一
七
万
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
防

波
段
延
長
約
一
一
五

0
メ
ー
ト
ル
、
東
か
ら
第
一
、
第
ニ
、
第
一
一
一
突
堤
と
第
四
突
堤
間
半
分
、
係
船
山
原
援
約
二
九

O
Oメ
i
ト

ル
、
そ
れ
に
陸
上
設
備
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。
第
一
突
堤
は
大
正
二
年
八
月
、
第
四
突
堤
間
半
分
は
同
年
十
一
月
、
第
三
突
堤
は

一
一
一
年
九
月
、
第

突
堤
は
九
年
九
月
に
竣
工
し
、

陸
上
設
備
を
含
め
て
大
正
十
一
年
五
月
に
完
成
し
た
（
表
郎
、
昭
和
六
年
十
月

一
日
か
ら
突
段
の
名
称
は
磁
よ
り
数
え
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
）
。

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
中
の
未
曽
有
の
好
景
気
に
よ
り
海
迎
会
社
も
大
正
四
年
か
ら
七
年
の
間
に
七
八
校
が
新
設
さ
れ
る
な

ど
織
運
業
界
は
異
常
な
活
況
を
思
し
、
外
商
貿
易
貨
物
ト
ン
数
は
大
正
七
年
に
四
四
一
万
ト
ン
（
明
治
四
十
二
年
日
一
一
二
三
万
ト
ン

都市計凶と公共事業のf1¥1炭

の
約
二
倍
）
に
、
内
田
貿
易
貨
物
ト
ン
数
も
同
年
四
四
六
万
ト
ン
（
大
正
三
年
封
一
二
三
万
ト
ン
の
約
二
倍
）
と
な
り
、

し
た
が
っ
て
第

一
期
工
事
終
了
前
か
ら
早
く
も
第
ニ
期
工
事
計
闘
が
立
て
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
七
年
十
一
月
、
市
は
そ
の
設
備
拡
充
の

急
務
を
政
府
に
う
っ
た
え
、
政
府
も
そ
れ
を
認
め
強
八
年
に
第
二
期
工
事

し
た
。
こ
の

は
陸
上
設
備
を
除
き
内
務

者
が
施
工
す
る
も
の
で
、
貨
物
取
扱
註
八

七
万
ト
ン
を
目
指
し
て
八
年
度
よ
り
一

0
カ
年
計
回
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
概
要
は
支
出
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
ま
ず
外
国
貿
易
投
捕
で
は
、
浜
辺
通
地
先
海
国
お
よ
び
海
岸
通
地
先
海
市
一
一
二
万

第一節

一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
川
仕
立
て
、
防
波
堤
五
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
を
構
築
し
、
第
四
突
堤
東
半
分
と
そ
の
東
側
に
第
五
、
第
六
突
堤
を

つ
く
り
、
折
か
ら
急
増
し
て
き
た
内
問
貿
易
の
設
備
と
し
て
は
兵
庫
地
先
海
師
を
中
心
に
一
二
三
万
平
方
メ
i
ト
ル
を
埋
立
て
中

近代・ lJl代自主3た自信iN485 



利！？三t港第一期修築工事（外際貿易設/lilD
（（！！？治39年4月～大正11年5月）

表 125

婆

1, 149m 

274, 094m' 

1, 174, 805m' 

第 l～第 3および第4突；民間1JUJ'I土問
総延長 2, 895m 

// 545m 

18被 53,028日.1'

(1, 013Ji良） 20, 378m 

63, 710m' 

蒸気可動式 l

j前

延長（東防波民）泌
総
桜
山
叫
駿
一
刷
物
庭
送
装
機

百lj

波

立 lITi

i~~ 間

船 浮

揚

種

防

湿

淡

突

係

物

上

鉄

舗

起

宅fl金定置式5) 27合（泡気可動式21ill: 

資料．神戸開港百年史編集委及会編叩J1J=i~Q)JJ百年5む建設編

神戸港第二期修築工事（大IEs年～昭和12年度，一部14年度まで）

要ん明刈t
1
 

霊長 126 

5, 337m 

309, zoom' 

第4東側IJ"I＇・而第 5
第 6突lえ

部H

妨 波堤

j援立面積

需品

ゐく

5, 769m 

5, 084m 

96, 255m' 

中突堤
兵隊第 1・第2笑炎

3, 168m 

2 370m 

35, 765m' 

1足

係船浮：盛

物揚湯

上原

ηセ
フミ二

17tA! 小球

昭和 7年度
迫力rJ工事

129, SOOm' 

主］；：！芝3,073m （列車線）
1, 266m （起ill機線）

23倒

Rr木場

道鉄

機ゐi手

資料神戸日iJ浴百年史総集委員会議主jr神戸日iJ滋百年9.'.elill'.設編。原典出昭和14年 r神戸

；佐大客足」。

3合（電気1fJ動式 2,
ガソ Fン走行起設機 1) 起 ill機
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突
堤
お
よ
び
兵
庫
第
一
、
第
一
一
突
堤
を
俗
築
し
、
鉄
道
延
長
を
含
む
除
上
設
備
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の

は
、
大
戦
後
の
不
況
に
と
も
な
う
政
府
の
財
政
緊
縮
に
よ
り
た
び
た
び
繰
延
べ
に
あ
っ
た
。
当
初
の
予
定

で
は
大
正
十
七
年
度
（
昭
和
一
一
一
年
皮
）
の
完
成
予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
、

0) 

に
政
府
は

カ
年
繰
延
べ
を
決
め
、

大
正
ヂト

こ
れ
に
対
し
市
会
は
「
神
戸
築
港
第
二
期
工
事
促
成
意
見
合
同
」
を
提
出
し
盛
ん
に
陳
情
溜
動
を
行
い
、
そ
の
結
果
一
カ
年
繰
延

ベ
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
の

で
十
四
年
一
月
政
府
は
さ
ら
に
徹
底
し
た
緊
縮
財
政
方
針
を
打

ち
出
し
、
こ
の
結
果
、
第
二
期
工
事
は
五
カ
年
繰
延
べ
と
決
ま
っ
た
。
そ
の
上
、
昭
和
二
年
金
融
恐
慌
が
勃
発
し
、

凹
年
七
月

に
は
積
極
主
義
を
唱
え
て
い
た
政
友
会
の
問
中
内
閣
に
か
わ
っ
て
緊
縮
方
針
を
と
る
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
部
が
成
立
し
た
。

神
戸
市
は
一
段
と
危
機
感
を
深
め
、
同
月
通
算
七
度
目
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
市
会
で
決
定
し
、
十
月
に
は
八
度
目

の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は

の
遅
延
に
よ
り
内
外
貿
易
上
お
よ
び
海
連
業
界
の
損
失
、
失
業
者
の
噌
加
な
ど
の
不

都市計図iと公共事業の仲良

利
益
が
主
張
さ
れ
、
さ
ら
に
「
修
築
費
及
ピ
陸
上
設
備
ノ
神
戸
市
分
担
金
ノ
内
、
昭
和
四
年
度
迄
ノ
支
出
総
額
ハ
…
五
五
八
万

余
円
ニ
シ
テ
、

工
事
遅
延
ニ
ヨ
リ
利
用
ノ
遷
延
て
利
子
一
ヶ
年
八

O
万
円
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
而
シ
テ
外
悶
貿
易
設

儲
ニ
ヨ
ル
収
入
分
配
金
ノ
内
、
最
少
限
度
ト
シ
テ
分
配
サ
ル
ベ
キ
市
出
版
利
子
額
ニ
相
当
ス
ル
政
府
配
当
金
額
約
五
七
万
円
ノ
損

ふ
八
ヲ
来
ス
」
（
『
神
戸
市
会
ゅ
ん
』
第
一
二
巻
）
と
述
べ
ら
れ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
理
由
に
よ
り
、
こ
の
年
の
繰
延
べ
反
対
運
動
は
全
市
的
と
な
っ
た
。
十

月
に
は
市
内
衛
生
組
合
長
会
議
が
反
対

声
明
書
を
出
し
た
。

第一節

声
明
書

（及）

神
戸
港
修
築
己
陸
上
設
備
の
繰
延
は
、
我
神
戸
市
の
繁
栄
を
臨
書
し
、
市
財
政
に
多
大
の
脅
威
を
与
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
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其
の
結
果
と
し
て
勝
多
の
失
業
者
を
出
し
民
衆
生

活
を
不
安
に
陥
ら
し
む
る
の
虞
あ
り
。
本
会
之
を

傍
観
す
る
に
忍
び
ず
、
愛
に
所
属
間
百
廿
九
組
合

（
組
合
員
総
数
十
六
万
千
百
五
十
人
）
代
表
者
会
議
を

川
開
き
、
去
月
二
十
四
日
神
戸
市
会
が
議
決
し
た
る

繰
延
反
対
決
議
を
是
認
し
、
級
力
之
が
援
護
に
努

め
、
其
の
実
行
と
し
て
市
民
全
般
に
一
息
り
、
議
問
く

其
の
趣
旨
を
宣
伝
し
一
致
協
力
其
の
目
的
の
達
成

を
期
す
。

昭
和
四
年
十
一
月
三
日神

戸
衛
生
組
合
聯
合
会

（
『
又
新
』
昭
和
問
年
十
一
月
三
日
）

神
戸
立
怒
青
年
会
も
六
日
、
反
対
決
議
を
あ
げ
、
市
会

（昭和5年頃）

議
員
勝
白
銀
次
郎
は
政
府
の
繰
延
べ
処
授
は
暴
挙
で
あ

る
と
非
難
し
た
。

」
の
よ
う
に
運
動
が
高
揚
し
た
背
景
に
は
、

一問、

要

大
阪
港
の
発
問
問
に
対
す
る
危
機
感
が
こ
の
こ
ろ
高
ま
っ
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都市計画と公共事ーさ誌の仲良

ノ~

第一節

来不

私t

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
『
神
戸
叉
新
日
報
』

（
昭
和
四

港

年
十
二
月
二
十
五
日
）
は

築

神
戸
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
港
を
生
命
と
す
る
場
合
、

！盟 24

大
阪
港
が
近
年
め
き
め
き
と
潜
湾
設
備
を
充
実
し

米
っ
た
こ
と
は
、
深
き
関
心
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
と
に
欧
州
メ
ー
ん
が
い
よ
い
よ
来
春
か
ら

大
阪
寄
港
を
実
施
す
る
と
い
ふ
今
日
、
あ
る
意
味

に
お
い
て
神
戸
は
危
機
に
直
面
し
た
と
言
ひ
得
る

で
あ
ら
う
。

と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
こ
の
繰
延
べ

反
対
運
動
は
、
昭
和
五
年
六
年
と
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

」
の
築
港
工
事
の
経
授
は
ま
た
阪
大
な
金
額
に
の
ぼ
り
、

&h~ 

m 

j関

一点

O
O万
円
、
第
二
期
工
事
は
当

ま
約

初
予
算
の
約
二
倍
五

0
0
0万
円
に
達
し
、
第
二
期
追

加
工
事
費
を
合
ぜ
る
と
総
計
七
八

O
O万
円
と
な
り
、

神
戸
市
の
負
担
金
も
こ
九

O
O万
円
に
な
っ
た
（
表
問
）
。

そ
し
て
第
二
期

は
昭
和
十
四
年
五
月
に
な
っ
て
よ

近代・現代自室長波iHV489 
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う
や
く
完
成
し
た
。

7 

市
営
の
電
気
供
給
事
業
と
水
道
事
業

電
気
供
給

率
業

大
正
六
年
の
電
気
事
業
市
営
化
に
よ
り
、
電
気
供
給
事
業
も
市
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
中
期
か
ら
昭
和

初
期
に
い
た
る
市
内
の

の
伸
び
は
著
じ
る
し
く
、
大
正
六
年
度
の
三
七

0
0．
乃
キ
口
ワ
ッ
ト
時
は
、

大
正
七
年
度
に
は
七
一
一
一

O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
一
一
倍
に
、
さ
ら
に
昭
和
一
一

に
は
二
億
二
六

O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
六

倍
に
な
っ
た
。

電
灯
需
要
家
数
は
大
正
八
年
の

一
万
五
千
戸
か
ら
昭
和

の
一
四
万
四
千
戸
に
、
灯
数
は
向
じ
期
間
に
一
一
一
八
万
個
か
ら

f;l¥111計阪と公共事業の｛中段

ハ
八
万
個
へ
と

し
た
が
っ
て

一
戸
当
た
り
一
平
均
灯
数
も
一
一
了
一
一
一
偲
か
ら
問
・
七
個
に
増
え
た
。
電
力
用

一
・
問
倍
に
噌
加
し
、

一
の
需
要
家
数
は
ニ
一
一
一
八
八

ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
円
倍
以
上
も
伸
び
た
。
電
熱
に
つ
い
て
も
需
要
家
数
は
大
正
九
年
の
わ
ず
か
一
七

O
か
ら
昭
和
一
一
一
年
の
四
九

O

か
ら
冗

O
九

で
そ
れ
へ
の
電
力
供
給
最
も
一
万
二
千
キ
ロ
ワ
ヅ
ト
か
ら
五
万
一
千
キ

。
へ
、
同
供
給
泣
も
五
八
問
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
九

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
飛
践
的
に
増
加
し
た
。

さ
ら
に
市
電
の
延
長
に
と

も
な
い
、
市
の
内
家
使
用
電
力
最
も
大
正
八
年
の
九
四
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
昭
和

の一一一間

0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
増
え
た
。

こ
の
よ
う
に
急
増
す
る
電
気
需
嬰
に
対
し
て
、
市
は
、
大
正
七
年
、
市
営
水
力
発
電
を
構
想
し
た
が
成
ら
ず
、
八
年
に
は
既

第一節

設
の
穣
川
火
力
発
電
所
に
出
力
一
万
一
一
五

O
Oキ
口
ワ
ッ
ト
の
発
電
機
を
増
設
す
る
計
画
（
第
一
期
発
電
拡
張
計
図
）
を
立
て
、

約

一
四

O
O万
円
を
か
け
て
十
一
年
八
月
に
こ
れ
を
完
成
し
た
。

し
か
し
湊
川
発
電
所
の
発
電
機
は
新
設
の
を
含
め
て
十
一
、
十

近代・汲fl:;E主5た総rJ491 



一
一
同
年
度
に
故
障
を
起
し
、
さ
ら
に
運
河
発
電
所
と
葺
合
発
電
所
の
発
電
機
は
既
に
旧
式
と
化
し
た
た
め
十
五
年
に
発
電
を
停

止
し
た
。
こ
の
た
め
向
年
、
第
二
期
発
電
拡
張
計
潤
案
を
市
会
で
可
決
し
、
最
大
出
力
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
日
指
し
た
。

だ
が
、
拡
張
計
画
の
実
現
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
急
増
す
る
需
要
に
対
応
で
き
な
い
た
め
民
間
か
ら
の
電
力
購
入
も
行
わ
れ

た
。
す
で
に
大
正
十
一
年
、
市
は
大
正
水
力
電
気
と
三

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
受
電
契
約
を
結
び
、
こ
れ
は
大
正
水
力
電
気
を

合
併
し
た
宇
治
川
電
気
に
引
き
継
が
れ
、
現
年
か
ら
受
電
J

を
川
開
始
し
た
。
こ
の
の
ち
、
宇
治
川
電
気
か
ら
の
受
電
泣
は
増
え
続

け
、
昭
和
一
一
一
年
に
は
二
万
四

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
り
市
営
発
電
所
の
供
給
量
を
上
聞
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後

の
不
況
の
な
か
で
過
剰
電
力
を
か
か
え
た
民
間
電
気
会
社
は
激
し
い
競
争
を
行
っ
て
い
た
が
、
大
正
八
年
に
創
立
さ
れ
た
臼
本

電
力
は
、
大
正
十
二
年
神
戸
市
内
の
一

O
O馬
力
以
上
の
電
力
需
要
家
へ
の
供
給
権
を
獲
得
し
、
昭
和
二
年
に
は
一
万
数
千
キ

口
ワ
ッ
ト
の
供
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
。
市
は
電
力
供
給
事
業
の
統
一
と
い
う
立
場
か
ら
、

日
本
電
力
の
直
接
供
給

に
介
入
し
、
知
事
の
調
停
に
よ
り
、
昭
和
四
年
、
市
と
日
本
電
力
の
問
に
受
電
契
約
が
成
立
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
年
市
に
編

入
さ
れ
た
東
部
三
カ
町
村
は
阪
神
電
車
が
電
力
供
給
し
て
お
り
、
し
か
も
市
営
電
気
料
に
比
べ
て
割
高
で
あ
っ
た
た
め
、
市
は

市
内
格
世
－
K

是
正
の
立
場
か
ら
、
こ
の
地
域
の
電
気
供
給
を
行
う
た
め
政
府
に
ゆ
訪
し
新
し
い
問
題
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

水
道
事
業

神
戸
市
営
の
上
水
道
（
以
下
、
水
道
と
い
う
）
事
業
は
明
治
一
一
一

に
供
水
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
五
十
八
年
に

は
布
引
、
烏
原
の
隙
水
源
地
工
事
が
竣
工
し

し
か
し
期
大
す
る
人
口
へ
の
供
水
の
た
め
、

川
口
十
四
年
、
第

国
水
道
拡
張

に
着
工
し
た
。

八
カ
年
計
画
、
予
算

一O
O万
円
で

O
万
戸
給
水
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
新
し
い

水
源
は
有
馬
郡
千
苅
に
求
め
ら
れ
、
既
存
の
貯
水
池
の
拡
充
も
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

は
大
正
十
年
に
完
了
し
た
。

こ
の
間
の
大
正
九
年
、
須
熔
町
を
編
入
し
、
編
入
条
件
で
あ
っ
た
須
磨
水
道
敷
設
工
事
も
十
年
か
ら
三
カ
年
、

一O
O万
円

492 第三五1 第一次大戦後の判明



を
費
し
て
行
わ
れ
た
。

し
か
し
需
要
は
こ
れ
ら
を
上
回
り
、
第
一
期
拡
張
、
が
実
現
し
た
頃
の
大
正
十
二
年
に
は
平
く
も
給
水
戸

数
は
一

O
万
一
戸
を
突
破
し
、
新
た
な
拡
張
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
第
二
回
拡
張

は
十
四
年
十
二
月
に
州
開
始
さ
れ
、

五
カ
年
計
調
で

一
期
拡
張
は
昭
和
七
年
に
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

一一一一万六

0
0
0戸
へ
の
給
水
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の

下
水
道
の

返
れ

大
正
十
四
年
に
市
が
出
版
し
た
吋
神
戸
市
民
読
本
』
に
は
次
の
よ
う
な
会
話
調
の
記
述
（
抄
出
）
が
あ
っ
た
。

J
体
近
頃
は
馬
鹿
に
病
人
や
死
人
が
多
い
や
う
だ
が
、
ど
う
し
て
だ
ら
う
。
現
に
こ
の
統
計
を
見
給
へ
。
最

近
十
筒
年
間
に
於
け
る
我
が

大
都
市
の
平
均
死
亡
率
が
千
人
に
つ
き
東
京
市
で
は
十
九
人
六
分
、
大
阪
市
で
は
十
八

人
一
分
、
京
都
市
で
は
一
九
人
間
分
、
横
浜
市
で
は
十
六
人
一
一
一
分
、
名
古
鹿
市
で
は
十
八
人
三
分
で
あ
る
の
に
、
神
戸
市

だ
け
、
が
二
十
一
人
二
分
の
お
率
を
示
し
て
ゐ
る
L

「
ど
う
し
て
神
戸
市
だ
け
そ
ん
な
に
死
亡
率
が
高
い
の
だ
ろ
う
」

都市計図と公共事業の｛1j1炭

「
さ
あ
、
そ
れ
は
い
ろ
／
＼
の
事
情
が
あ
る
だ
ら
う
が
、
要
す
る
に
市
の
衛
生
状
態
の
不
良
、
市
民
文
化
の
程
度
の
低
い

と
い
ふ
事
に
帰
着
す
る
の
だ
ら
う
・
：
・
：
L

「
そ
れ
に
ち
が
ひ
な
い
」

「
先
づ
第
一
に
上
水
道
と
下
水
道
と
を
良
く
す
る
ん
だ
ね
：
：
：
L

「
上
水
道
の
必
要
な
こ
と
は
誰
で
も
わ
か
る
が
、
下
水
道
は
あ
ま
り
人
が

っ
け
な
い
か
ら
悶
る
ね
」

「
そ
こ
な
ん
だ
。
：
：
：
市
の
都
市
計
岡
部
の
話
で
は
、
下
水
道
が
完
成
す
る
と
、
現
在
市
民
の
死
亡
率
を
千
人
対
十
五
人

年
内

μ
f
F
V非第

ま
で
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
出
米
る
さ
う
だ
か
ら
、
祁
計
が
完
成
し
た
駒
山
に
は
人
口
、
が
百
万
人
に
な
る
と
し
て
、

一
筒
年
に

六
千
人
の
生
命
を
救
助
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
勤
労
所
得
金
額
、
ざ
っ
と
一
千
七
百
一
一
十
八
万
円
だ

近代・現代mと史編IV493 



け
閣
の
宮
が
増
す
わ
け
だ
さ
う
だ
。
我
々
は
神
戸
市
の
為
に
一
羽
も
早
く
下
水
道
の
完
成
を
望
ま
ざ
る
を
得
な
い
：
：
：
」

大
圧
倒
加
に
入
っ
て
本
格
的
な
下
水
道
計
時
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
の
は
大
正
八

の
こ
と
で
、
そ
の
調
査
は
十

jヲ

に
一
応
終
了
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
く
下
水
道
計
闘
は
全
市
を
一
大
排
水
区
と
し
総
工
費
五
千
万
円
を
か
け
て
行
う
大
計
隔
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
武
居
高
間
郎
〔

l

郎
市
計
一
則
よ
り
観
た
る
神
戸
市

（
『
都
市
研
究
』
第

巻
第
五
号

昭
和
二
年
十
一
月
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
明
の
都
市
と
し
て
下
水
道
の
完
備
は
最
も
必
要
で
あ
り
ま
す
υ

所
が
日
以
も
附
郊
と
す
る
所
は
経
授
で
あ
っ
て
、
水
道
の

ガ
は
水
を
売
る
か
ら
収
支
償
ふ
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
下
水
は
料
金
を
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
最
も
因
る
。
神
戸
に
於

て
は
既
に
其
計
画
は
出
米
上
っ
て
照
り
ま
す
が
、
何
時
も
計
闘
の
み
で
実
現
せ
ら
れ
な
い
の
は

残
念
に
犠
へ
ま
せ
ぬ
。

し
か
し
武
居
は
こ
う
も
諮
っ
て
い
た
。

県
以
の
処
理
の
為
に
大
都
市
は
非
常
に
悶
っ
て
肘
り
、
之
に
真
大
な
金
を
掛
け
て
ゐ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
神
戸
市
に

於
て
も
下
水
の
為
め
に
可
な
り
の
経
費
な
投
じ
て
も
収
支
段
ふ
と
い
う
も
や
計
支
へ
な
い
と
忠
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
下

水
の
為
に
弐
千
万
円
や
参
千
万
円
を
投
ず
る
こ
と
は
何
で
も
無
い
。
各
人
は
既
に
其
金
を
年
々
に
別
々
支
払
っ
て
跨
る
の

で
あ
り
ま
す
。

年
々
の
尿
尿
処
原
資
を
積
算
す
れ
ば
、
下
水
道
設
備
に
投
ず
る
金
は
決
し
て
向
く
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

神
戸
市
は
昭
和
二
年
に
い
た
り
再
調
査
を
開
始
し
、

四
年
に
そ
の
計
画
を
発
表
し
た
。

そ
れ
は
市
内
を
三
大
排
水
医
に
分
け
、

五昔、

六

O
O万
円
（
内
一
一
一
分
の
一
を
創
出
陣
補
助
に
頼
る
）
、

し
か
し

一
0
カ
年
継
続
事
業
で
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

深
ま
る
不
況
は
そ
の
計
闘
の
前
途
に
楽
観
を
許
さ
な
か
っ
た
。
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都
市
計
蹄
へ
の
提
言
と
批
判

長
知
事
の

回
想

兵
庫
県
知
事
長
延
速
は
昭
和
四
年
、
「
年
頭
の
所
感
」
を
可
都
市
研
究
い
（
凶
年
一
凡
さ
に
寄
せ
、
昭
和
一
一
一
年
を

ふ
り
か
え
っ
て
こ
う
述
べ
た
。

昭
和
三
年
と
云
ふ
年
を
顧
み
て
見
る
と
、
一
段
兵
庫
県
下
に
於
て
都
市
計
画
上
為
さ
れ
た
る
事
業
は
可
成
多
い
も
の
が
あ
る
。

神
戸
市
に
於
て
は
、
海
陸
貨
物
輸
送
に
供
す
べ
き
鉄
道
海
岸
線
は
昭
和
一
一
一
年
末
開
通
し
、
港
湾
都
市
と
し
て
の
施
設
は
一

同
充
実
を
見
、
又
神
戸
都
市
計
闘
第
一
次
街
路
網
計
画
の
一
部
即
ち
阪
神
国
道
と
新
一
一
一
宮
釈
を
連
絡
す
る
市
内
縦
貫
間
近
、

臨
港
間
道
、
板
宿
線
、
夢
野
平
野
線
放
に
一
新
生
間
川
を
川
仕
立
て
遊
歩
道
と
す
る
改
修
計
倒
は
都
市
計
同
第
一
一
一
期
卒
業
と
し

て
、
第
一
一
期
事
業
（
山
手
線
上
沢
線
）
路
線
の
舗
装
計
同
事
業
と
共
に
、

工
岱
…
千
四
百
万
余
円
を
以
て
昭
和
一
一
一
年
度
以
降

者~rl'f計回と公共事業の仲良

五
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
施
行
す
る
れ
と
決
定
し
、
近
々
心
事
業
の
若
手
を
見
ん
と
し
て
罰
る
。
之
が
完
成
の
院
に
は
、
市

内
交
通
の
面
白
を
一
新
す
る
は
勿
論
、

に
開
通
せ
る
阪
神
国
道
、
叉
近
く
完
成
な
告
げ
ん
と
す
る
神
明
国
道
並
に
京
阪

国
道
と
相
倹
っ
て
、
京
阪
神
明
間
都
市
即
ち
関
商
の
実
業
港
湾
遊
覧
都
市
の
関
係
は
益
々
緊
衡
を
加
へ
る
ふ
や
と
な
っ
た
。

た
し
か
に
長
知
事
が
諮
っ
た
よ
う
に
、
都
市
計
画
事
業
に
よ
り
神
戸
市
も
近
代
都
市
と
し
て
の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。

か
し
そ
れ
は
決
し
て
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
も
な
く
、
ぎ
た
理
想
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

第一節

そ
の
た
め
、
関
係
者
だ
け
で
伝
く
市
民
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
提
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。

市
民
の
芦

そ
の
一
つ
は
都
市
計
一
両
事
業
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
へ
の
不
満
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
都
市
研
究
会
話
頁
）
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の
会
長
で
あ
っ
た
勝
田
銀
次
郎
は
、
大
正
十

の
こ
の
研
究
会
に
お
い
て
つ
自
分
も
都
市
計
闘
の
戸
を
聞
い
て
か
ら
七
年
に

な
る
が
、
今
に
事
業
ら
し
き
も
の
は
行
れ
て
な
い
が
、
早
く
執
行
の
出
来
る
様
各
伎
の
御
尽
力
を
跡
、
ひ
た
い
L

（
吋
都
市
研
究
』
第

一
巻
第
一
号
）
と
述
べ
た
が
、

J
穴
熔
L

と
い
う
ベ
ン
、
不
i
ム
の
一
市
民
は
、
無
産
的
市
民
の
立
場
か
ら
昭
和
二
年
、
こ
う
訴

え
た
。

神
戸
市
の
都
市
計
画
は
な
か
／
＼
捗
ら
な
い
。
道
路
網
の
研
究
だ
け
に
も
七
ヶ
年
な
費
し
て
今
日
漸
く
決
定
し
た
や
う
な

有
様
で
あ
る
。
（
略
）
い
は
ゆ
る
河
年
の
大
計
で
、
子
孫
の
た
め
を
は
か
る
の
も
勿
論
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
づ
、

現
在
生
存
し
て
ゐ
る
わ
れ
／
＼
の
帯
雨
が
は
か
つ
て
資
ひ
た
い
。
（
時
）
な
か
ん
づ
く
わ
れ
／
＼
無
産
階
級
者
に
は
都
市
計

同
の
進
捗
述
成
が
一
阿
川
痛
切
に
必
要
？
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
／
＼
は
小
さ
な
家
に
住
ん
で
ゐ
る
。
底
が

あ
る
じ
ゃ
な
し
、
眺
望
が
利
く
じ
ゃ
な
し
、
だ
か
ら
せ
め
て
住
ま
っ
て
ゐ
る
我
が
神
戸
の
街
だ
け
は
い
か
に
も
す
が
／
＼

し
い
、
便
利
で
住
み
心
地
の
よ
い
mm
想
郷
で
あ
ら
し
め
て
ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
即
想
郷
、
を
作
る
こ
と
が
す
な
わ
ち

都
市
計
悶
で
、
そ
こ
に
都
市
計
阿
の
大
き
た
怠
義
が
あ
る
の
で
、
わ
れ
／
＼
が
郎
市
計
阿
の
進
捗
を
待
ち
位
び
る
の
は
決

し
て
見
栄
や
外
出
や
道
楽
や
賀
沢
の
た
め
で
は
な
い
。
起
位
、
増
税
、
受
益
者
負
担
地
中
小
、
（
略
）
な
ん
で
も
よ
い
、
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
講
じ
て
、
わ
れ
／
＼
の
生
き
て
ゐ
る
問
に
少
し
で
も
多
く
こ
れ
を
進
捗
ぜ
し
め
る
や
う
、

大
勇
獄
心
を
奮

ひ
起
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
当
局
に
要
望
す
る
。
（
『
都
市
研
究
』
第
一
一
一
巻
第
二
号
）

無
産
階
級
の
立
場
か
ら
は
さ
ら
に
つ
一
溺
港
賢
人
生
L

な
る
者
が

都
市
計
画
と
い
ふ
も
の
は
、
都
市
に
集
中
す
る
無
産
階
級
の
大
衆
を
如
何
に
社
会
生
活
上
処
理
す
る
か
い
ム
尤
も
緊
要
な
こ

（設）

ふ
。
今
迄
続
々
の
計
附
も
徒
ら
に
有
産
階
級
を
の
み
対
照
と
し
て
ゐ
る
様
に
見
え
る
の
は
愚
の
査
り
だ
。
（
同

と
ム
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一
巻
第
一
号

大
正
十
四
年
二
月
）

と
い
う
恨
本
的
な
、
す
な
わ
ち
都
市
民
衆
の
生
存
権
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
の
批
判
を
拠
出
し
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
立
場

か
ら
み
た
場
合
、
遅
延
す
る
都
市
計
断
事
業
の
元
凶
は
都
市
地
主
に
求
め
ら
れ
た
。
大
正
十
一
一

の
内
務
省
令
に
よ
り
、

都
市
計
画
道
路
工
事
の
工
費
の
問
分
の
一
は
利
益
な
受
け
る
沿
道
地
主
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
法

制
上
の
不
備
も
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
沿
道
地
主
か
ら
行
政
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
う
し
た
事
揺
を
み
た
熊
内
の

「
Y
V
A

な
る
者
は

近
頃
、
山
手
線
沿
道
の
地
主
連
中
が
、
不
法
賦
課
排
除
同
盟
会
と
か
を
’
組
織
し
て
、
当
然
過
る
程
当
然
な
都
市
計
幽
事
業

に
依
る
受
益
負
担
に
付
い
て
、
我
利
／
＼
根
生
を
発
揮
し
て
反
対
し
て

る
と
云
ふ
こ
と
だ
が
、
若
し
事
実
な
り
と
せ
ば
、

今
日
の
社
会
上
重
大
問
題
だ
と
思
ふ
。
（
略
）
受
益
者
負
担
が
不
当
だ
と
す
れ
ば
、
市
財
政
上
の
補
充
は
誰
が
す
る
。
（
同
町
）

こ
う
い
ふ
連
中
が
語
る
か
ら
今
日
の
パ
ン
を
得
る
に
苦
む
無
産
階
級
の
神
戸
、
が
起
る
の
じ
？
な
い
か
。
（
同
右
）

都市計磁と公共事業の{rtl炭

こ
う
し
た
無
産
市
民
の
戸
は
、
奇
妙
に
も
の
ち
に
述
べ
る
都
市
計
闘
官
僚
の
戸
と
そ
の
結
論
に
お
い
て

致
し
て
い
た
。
も
っ

と
も
地
主
は
地
主
な
り
に
都
市
計
闘
に
不
安
を
持
っ
て
お
り
、

「
心
配
生
L

安
井
通
の

の
よ
〉
つ
に

阪
神
国
道
が
市
内
に
延
長
せ
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
て
か
ら
五
、

な
り
ま
す
が
、

｜古l

に
着
手
せ
ら
れ
な
い
の

は
如
何
一
お
ふ
郎
一
山
で
す
か
。
地
主
家
主
に
取
っ
て
は
是
程
心
配
な
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
ら
、

一
日
も
日
十
く
此
不
安
を
徐

い
て
下
さ
い
。
（
阿
川
右
）

第一節

と
不
満
の
戸
を
あ
げ
る
者
も
い
た
。

こ
う
し
た
市
民
の
戸
の
な
か
に
あ
っ
て
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
た
の
が
、
薪
次
郎
原
秋
山
守
常
太
郎
の

で
あ
っ
た
。
彼
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の
『
都
市
研
究
』
に
「
都
市
計
岡
本
業
に
就
て
」
と
い
う
長
文
を
寄
せ
た
。

そ
こ
で
秋
守
は
、
都
市
計

同
事
業
が
困
難
な
原
間
と
し
て
、
①
土
地
買
収
授
が
任
額
と
な
り
、
そ
の
財
源
が
欠
乏
す
る
こ
と
、
③
地
主
の
利
害
が
錯
綜
し

て
い
る
こ
と
、
③
地
上
物
件
の
取
り
除
き
の
た
め
の
補
償
が
少
初
、
な
た
め
、
反
対
運
動
が
起
こ
る
こ
と
、
を
あ
げ
た
。

そ
し
て

こ
う
し
た
隈
難
が
生
ず
る
根
本
際
関
と
し
て
の
土
地
私
有
制
度
合
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
米
入
院
の
作
っ
た
物
で
な
い
土

地
を
私
有
す
る
こ
と
は
人
類
の
大
義
に
反
す
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
に
土
地
を
持
た
な
い
も
の
は
高
い
地
代
や
家
賃
を
払
っ
て

ま
す
ま
す
設
し
く
な
り
、
じ
ま
た
地
価
の
高
い
都
市
は
そ
こ
か
ら
あ
が
る
税
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
施
設
が
で
き
る
た
め
、
農
村
と

の
格
設
が
ま
す
ま
す
広
が
る
と
述
べ
た
の
ち
、
土
地
私
有
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
抜
本
的
な
都
市
計
闘
は
行
い
得
な

い
と
し
て
土
地
開
有
制
度
を
主
張
し

秋
守
は
、
土
地
関
有
を
実
現
す
る
現
実
的
・
具
体
的
ブ
一
ブ
ン
を
ぶ
す
こ
と
が
で
き
、
ず

空
想
的
思
想
家
の
域
を
悦
し
え
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
都
市
計
画
を
土
地
問
題
の
根
本
か
ら
考
え
成
そ
う
と
し
た
人
間
が
神
戸

市
民
の
中
に
い
た
こ
と
は
注
阿
付
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

兵
康
泉
都

市
研
究
会

都
市
計
岡
引
業
は
い
う
ま
で
も
な
く
官
民
の
協
力
を
必
要
と
し
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

情
級
交
換
・
鵠
夜
研
究
・
宣
伝
が
必
要
で
あ
っ
た
。
中
央
に
お
い
て
は
大
正
六
年
、
内
務
官
紫
・
郎
市
官
僚
・

に
よ
る
都
市
改
造
の
た
め
の
研
究
・
宣
伝
間
体
と
し
て
都
市
研
究
会
が
つ
く
ら
れ
、

守
都
市
公
論
』
を
発
行
し
て
一
勝
蒙

に
努
め
て
い
た
。
そ
し
て
東
京
市
政
調
究
会
や
大
阪
都
市
協
会
が
つ
く
ら
れ
た
。

兵
庫
県
で
は
大
正
十

有
吉
知
事
が
、
先
年
欧
米
視
察
の
際
集
め
た
郎
市
関
係
資
料
を
県
公
会
堂
に
展
示
し
有
志

百
十
数
名
を
揺
待
し
た
際
、
市
会
議
長
勝
悶
銀
次
郎
の
提
案
に
よ
り
、
都
市
計
岡
研
究
・

っ
～
」
入
ノ
1
ム
口
山
川
平
£
…
了
芝
、
古
川
4
G

6
1
b
i
f
f－

1
2
f
p
t
 

織
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
十
月
、
神
戸
市
長
ほ
か
関
係
市
町
村
長
、
各
級
議
員
、
県
官
、
内
務
省
都
市
計
同
局
長
、
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税
関
長
、
国
鉄
私
鉄
関
係
者
、
弁
護
士
会
長
、
医
師
会
長
、
教

育
関
係
者
、
新
出
社
な
ど
い
わ
ゆ
る
名
士
を
一
堂
に
集
め
、
兵

時
叩
県
都
市
研
究
会
が
発
足
し
た
。

は
外
国
人
三
人
な
含
む

0
0人
で
、
会
民
に
は
勝
郎
鋲
次
郎
が
す
わ
っ

発
会
式

の
席
上
、
主
唱
者
を
代
表
し
て
神
戸
市
会
議
員
上
問
む
之
助
は

（
都
市
計
画
引
業
が
進
ま
な
い
i
引
用
者
）
原
因
は
何
に
図
る
か

と
考
へ
る
と
、
市
民
の

rU治
共
向
の
観
念
と
w州
市
計
回
に

関
す
る
判
官
識
の
欠
如
に
あ
り
と
認
め
て
、

て
「
兵
路
県
都
市
研
究
会

々
十
一
ゆ
を
同
じ
う
す
る
者
が

と
い
ふ
官
民

f都市研究J第 1巻
f1¥} l号

写真 31

合
同
の
会
を
設
立
し
て
都
市
計
闘
の
智
識
並
趣
味
の
普
及
を
計
り
、
都
市
改
良
の
観
念
を
喚
起
し
、
此
の
…
大
陣
容
を
除

と
演
説
し
た
。

ま
た
席
上
、
勝
閉
会
長
は
、

却
し
て
都
市
計
制
の
述
成
を
加
し
、
以
て

wm市
生
活
者
の
協
科
を
明
進
し
た
い
。
令
部
市
研
究
b

第
一
巻
第
一
号
）

一
大
字
ま
た
は
一
衛
生
組
合
に
五
人
以
上
の
入
会
者
を
勧
誘
す
る
よ
う
に
努
力
し

都市青j・i[!jjと公共事業のfrj1展

て
ほ
し
い
と
述
べ
挙
県
的
・
挙
市
的
な
組
織
に
し
た
い
と
の

み
な
示
す
と
と
も
に
、
こ
の
研
究
会
が
、
機
関
誌
を
発
行

し
、
都
市
計
十
州
の
資
料
止
な
配
布
し
、
各
地
に
巡
回
講
演
会
を
聞
く
こ
と
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
笠
年
か
ら

J
m市
研
究
』
と
い

う
ユ
ニ
Y

ク
な
鎌
…
刊
誌
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。

都
市
計
盟
官
僚

と
そ
の
主
張

石
出
額
一

mhu日
本
近
代
都
市
計
画
の

の
は
、
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
都
市
計
両
地
方
委
員
会
事
務
局
の
職
員
で
す
。
彼
ら
は
府
県
庁
に
い
ま
す

第一節

が
身
分
的
に
は
内
務
省
の
官
吏
で
し
た
。
そ
の
定
員
は
、

ft. 

っ
都
市
計
両
官
僚
組
織
を
考
え
る
時
忘
れ
て
な
ら
な
い

一
九
一
一
二
年
（
大
夜
十
一
年
）
で
一
間
六
人
（
事
務
系
五
六
、
技
術
系
九
O
）
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で
し
た
が
、

…
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
は
一
一
一
二
三
人
（
事
務
系
八
五
、
技
術
系
二
一
一
一
人
）
に
膨
張
し
て
い
ま
す
。
（
川
崎
）
こ
の
他
に
府

県
・
市
で
都
市
計
岡
に
携
わ
る
職
員
も
噌
え
、
ま
た
曾
説
庁
・
各
県
警
察
部
で
建
築
行
政
を
担
当
す
る
職
員
も
加
え
る
と
相
当

大
き
な
人
数
に
な
り
ま
す
。
（
略
）
こ
の
よ
う
に
し
て
都
市
計
闘
官
僚
・
技
術
者
群
と
で
も
い
う
べ
き

つ
の
防
相
が
形
成
さ
れ
て
、

そ
の
後
の
日
本
の
都
市
計
闘
を
動
か
し
て
行
っ
た
の
で
す
L

と
記
し
て
い
る
。

神
戸
市
の
森
田
…
屯
一
郎
も
そ
う
し
た
都
市
計
悶
官
僚
の
一
人
で
あ
っ
た
。
森
釘
は
明
治
一
一

年
東
京
情
悶
大
学
を
卒
業
し

て
大
阪
市
に
入
り
、
神
戸
港
第
一
期
築
港
の
た
め
三
十
九
年
、
大
蔵
省
臨
時
建
築
部
技
師
と
な
り
、
こ
の
第

期
卒
業
の
終
了

と
と
も
に
大
正
十
二
年
、
神
戸
市
の
港
湾
部
長
に
迎
え
ら
れ
、
同
年
都
市
計
岡
部
長
な
兼
任
し
、
同
時
に
都
市
計
岡
兵
庫
県
地

方
委
員
会
委
員
と
な
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
六
年
に
は
土
木
部
長
と
な
り
九
年
に
死
去
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の
大
正
十

間
年
に
一

0
カ
月
に
わ
た
り
欧
米
の
港
湾
お
よ
び
都
市
計
岡
市
業
調
査
の
た
め
出
張
す
る
な
ど
都
市
計
画
階
想
や
そ
の

実
行
に
力
を
注
い
だ
。
大
正
八
年
に
市
役
所
に
入
り
、
十

森
釘
一
の
下
で
調
査
課
長
と
な
っ
た
同
じ
都
市
計
両
官
僚
で
あ

る
奥
山
叩
喜
代
一
は
、
森
田
一
を
こ
う
川
附
随
し
て
い
る
。

市
誌
は
市
会
議
員
を
選
ぶ
、
市
会
議
員
は
市
長
に
適
し
た
人
物
を
候
補
者
と
し
て
、
市
会
議
員
仲
間
で
選
挙
し
て
き
め
た

の
で
あ
る
。
市
長
は
市
吏
員
な
任
命
し
た
。
そ
れ
で
市
会
議
口
良
か
ら
市
吏
員
を
み
れ
ば
、
日
分
た
ち
で
き
め
た
市
長
の
召

使
い
だ
か
ら
下
回
に
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
森
釘
一
郎
長
は
勅
任
官
の
肩
書
き
が
あ
り
、

一
般
吏

同
県
と
は
わ
け
が
ち
が
う
。
（
略
）
市
会
議
員
は
市
吏
員
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
頼
み
に
く
る
。
（
略
）
と
こ
ろ
が
森
境
部
長
は

市
会
議
員
で
あ
ろ
う
が
無
理
な
頼
み
は
絶
対
に
出
か
な
い
。

そ
れ
で
議
員
仲
間
に
は
「
無
理
店
…
」
と
あ
だ
な
さ
れ
て
い
た
。

（
『
森
知
一
色
一
郎
伝
』
）
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こ
の
よ
う
な
市
政
界
か
ら
も
一
定
の
自
立
性
を
自
負
す
る
都
市
専
門
官
僚
が
都
市
行
政
の
高
度
化
・
専
門
化
に
と
も
な
っ
て
出

現
し
、
独
自
の
郡
市
経
営
構
想
を
展
開
し
て
く
る
の
が
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
都
市
専
門
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー

が
東
京
市
長
を
努
め
た
後
藤
新
平
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
藤
を
会
長
と
し
た
都
市
研
究
会
は
、
大
正
十
年
五
月
、
関
西
に
宣
伝
旅

行
を
お
こ
な
っ
た
。

五
月
一
一
一
日
、
渡
川
小
学
校
で
の
都
市
改
良
講
演
会
に
お
い
て
後
藤
は

大
抵
の
人
々
は
、
自
治
生
活
と
は
市
役
所
又
は
市
会
の
慢
に
の
み
存
す
る
も
の
L
如
く
考
ふ
る
傾
向
あ
り
し
が
、
自
治
と

は
左
様
の
も
の
に
非
ず
。
（
略
）
共
同
の
権
利
を
増
進
せ
し
む
る
が
自
治
の
精
神
に
て
、
斯
く
の
如
き
観
念
を
押
し
拡
め
て

行
く
時
は
水
道
の
ネ
ジ
に
も
自
治
は
存
す
。
令
部
市
公
論
』
第
四
巻
第
六
号
）

と
彼
一
流
の
話
し
ぶ
り
で
市
民
が
自
治
を
自
覚
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
翌
日
の
大
阪
講
演
で
は

自
治
生
活
の
根
本
は
自
己
統
制
で
あ
り
、
自
己
統
制
行
は
れ
自
治
的
観
念
の
養
成
さ
れ
ん
か
、
総
て
の
市
民
は
市
長
た
り

得
ベ
く
（
略
）
郎
市
計
悶
卒
業
の
如
き
叉
閉
し
て
待
つ
ベ
く
、
政
府
の
干
渉
も
裂
な
き
に
五
る
で
あ
ら
う
。
（
同
右
）

都市計耐と公共事業の｛1j1展

と
述
べ
て
都
市
計
闘
の
成
否
は
市
民
の
自
治
精
神
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
に
都
市
計
闘
が
自
治
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
外
に
む
か
う
自
治
す
な
わ
ち
自
治
権
の
拡
張

の
運
動
と
内
に
む
か
う
自
治
す
な
わ
ち
都
市
の
「
自
己
統
制
L

の
運
動
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
特
別

市
制
運
動
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
こ
と
に
し
、
後
者
に
つ
い
て
の
都
市
計
略
官
僚
の
構
想
を
み
て
み
よ
う
。

都
市
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー
後
藤
新
平
は
、
地
方
利
益
や
我
党
利
益
第

に
走
る
政
党
が
嫌
い
で
あ
っ
た
。

し
か
し
当
時
は

第一節

政
党
政
治
の
全
磁
期
で
あ
っ
て
終
日
勿
に
政
党
を
市
政
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
彼
は

は
決
し
て
政

党
を
無
用
視
ぜ
ず

G

（
同
町
）
各
政
党
自
ら
改
善
し
て
堅
実
な
る
合
理
的
発
注
を
遂
げ
ん
こ
と
を
希
望
し
て
日
ま
ざ
る
も
の
な
り
し
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（
一
両
容
昇
一
一
一
『
都
市
経
営
思
想
の
系
諮
』
）
と
述
べ
た
。

と
こ
ろ
で
既
成
政
党
に
自
浄
を
期
待
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
っ
た
。
そ
の
訳
を
都
市
計
闘
に
関
連
さ
せ
て
言
え
ば
次
の
よ

う
な
こ
と
が

る
。
関
東
大
足
災
復
興
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
複
興
局
の
書
記
官
武
部
六
歳
は
大
正
十
四
年
、
『
都
市
研
究
』

（
第
一
巻
第
四
号
）
誌
上
で
次
の
よ
う
に
諮
っ
て
い
る
。

多
く
の
都
市
の
郊
外
町
村
に
於
て
は
、
移
住
派
と
在
来
派
と
の
衝
突
を
見
る
。
在
来
派
は
地
主
階
級
に
依
っ
て
代
表
さ
れ

る
処
の
府
勢
力
で
あ
り
（
略
）
此
等
の
人
達
は
都
市
の
膨
張
に
依
っ
て
何
等
の
労
力
と
費
用
と
を
要
し
な
い
で
地
価
の
騰
貴

と
そ
こ
か
ら
生
ず
る
収
授
の
増
加
を
獲
得
し
て
陪
る
。
彼
等
は
公
課
の
少
し
で
も
低
か
ら
ん
こ
と
を
希
っ
て

る
。
（
略
）

郊
外
町
村
の
町
村
会
と
其
の
背
景
が
此
の
階
級
に
依
っ
て
代
表
さ
れ
て
居
る
内
は
郊
外
町
村
は
容
易
に
改
良
事
業
を
行
ふ

」
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
も
郊
外
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
既
成
政
党
の
一
つ
の
有
力
な
基
般
に
こ
う
し
た
都
市
地
主
に
代
表
さ

れ
る
有
産
者
階
級
が
あ
る
以
上
、
既
成
政
党
の
r
け
浄
は
科
目
物
で
な
い
。

し
か
も
政
党
政
治
そ
の
も
の
は
な
お
否
定
し
が
た
い
力

を
も
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
市
政
の
浄
化
す
な
わ
ち
都
市
の
つ
内
己
統
制
L

は、

（
地
主
ら
は
・
引
用
者
）
自
分
の
儲
け
る
事
ば
か
り
考
へ
て
居
る
。
（
時
）
土
地
を
同
氏
ふ
様
な
金
、
が
あ
っ
た
ら
受
益
税
を
早
く
純

め
た
ら
何
う
だ
。

こ
ん
な
利
己
主
義
の
奴
が
部
市
に
悦
ん
で
居
る
内
は
米
だ
／
＼
神
戸
の
都
市
計
画
は
駄
目
だ
。

『

者fl
市

研
究
』
第
一
巻
第
二
号

大
正
十
四
年
四
月
）

と
評
し
た
崎
町
の
「
憤
申
羽
生
」
の
よ
う
な

般
市
民
ゃ
、
先
に
示
し
た
無
産
市
民
の
力
を
借
り
て
市
会
の
「
自
己
統
制
」
を
岡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
ο

武
部
は
都
市
計
岡
推
進
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
つ
選
挙
権
の
拡
張
」
を
説
い
た
が
、
そ
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の
わ
け
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
内
務
官
僚
の
有
力
な
部
分
が
、
政
界
浄
化
の
方
法
と
し
て
静
通

選
挙
と
そ
れ
に
よ
る
地
方
政
界
へ
の
無
産
措
級
の

定
数
の
進
出
を
期
待
し
た
の
も
以
上
の
よ
う
な
関
山
間
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
都
市
計
画
の
た
め
広
く
は
都
市
経
営
の
た
め
、
品
川
悶
選
、
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
叩
州
市
官
僚
の
一
部
は
普
選
に

期
待
し
た
。

し
か
し
彼
ら
に
と
っ
て
普
選
と
無
産
階
級
の
進
出
は
、
決
し
て
そ
れ
J

け
体
が
目
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら

が
都
市
経
営
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
ゆ
く
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
無
産
階
級
の
政
治
的
進
出
が
体
制
の
秩

序
の
躍
を
破
ら
な
い
よ
う
無
渡
者
を
秩
序
の
枠
内
に
止
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

都
市
計
画
は
一
一
期
で
は
か
え
っ
て

そ
の
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
神
戸
市
都
市
計
岡
部
長
森
庶
屯

良~
』;J:.

大

公
開
附
問
題
に
よ
せ
て
こ
う

述
べ
て
い
る
。

都市立hilliと公共事業のf1j1渓

現
今
市
民
の
多
く
は
密
住
生
活
の
弊
に
苦
し
み
（
略
）
或
は
風
紀
の
額
路
、

風
俗
の
素
乱
、
徳
性
の
破
壊
と
な
り
、
遂
に
山
本

庭
生
活
の
基
礎
を
破
壊
し
去
ら
ん
と
し
、
社
会
問
題
、
思
想
問
題
の
恨
成
を
穣
成
せ
ん
と
す
る
観
あ
ら
し
む
る
に
至
っ
て

る
。
（
同
時
）
愈
々
行
き
詰
っ
た
後
の
党
盟
で
は
既
に
時
機
が
遅
い
の
で
あ
る
か
ら
（
略
）
今
日
に
於
て
…
級
の
文
化
生
活
を

営
む
に
適
当
な
る
設
備
を
整
へ
（
略
）
其
甑
策
笠
放
を
得
る
時
は
（
略
）
市
民
の
生
産
能
率
は
益
々
向
上
し
、
所
有
問
題
は
着

々
其
解
決
を
捉
さ
れ
、
市
民
の
思
想
感
情
は
不
知
不
識
の
防
に
胸
冶
錬
成
さ
れ
（
略
）

0

（
『
都
市
研
究
』
第
二
巻
第
五
号
）

」
の
よ
う
な
意
味
で
、

彼
ら
に
と
っ
て
都
市
計
問
問
題
は
（
然
鹿
市
民
の
）
生
活
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

の
ち
に
兵
膝
県
知

第一員f1

心
事
と
な
る
山
県
治
郎
は
、
内
務
省
都
市
計
闘
課
長
時
代
の
大
正
十
年
、

韓
近
物
価
の
昂
騰
に
伴
ひ
、
衣
食
住
の
総
て
が
高
価
と
な
り
ま
し
た
結
果
、
生
活
問
題
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
来
ま
し
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た
。
物
師
の
高
低
に
依
っ
て
国
民
の
生
活
が
関
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
政
治
上
の
大
問
題
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
現
今
で
は

活
難
の
声
は
都
市
に
於
て
円
以
も
哨
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
所
で
此
生
活
問
題
は
一
聞
か
ら
申
し
て
都
市
計
画
の
大
な
る
目
標

で
あ
っ
て
、
即
ち
都
市
計
画
の
最
も
大
な
る
要
点
は
即
ち
生
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。
（
『
都
市
公
論
』
第
四
巻
第

O
号）

と
諮
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
っ
た
。
都
市
計
画
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
地
方
議
会
に
無
産
階
級
の
進

出
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
体
制
の
枠
を
破
ら
な
い
程
度
に
抑
制
さ
ぜ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
被
ら
の

活
問
題
の
解
決
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
活
問
題
解
決
の
た
め
に
は
都
市
計
簡
の
遂
行
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
の
解
決
は
社
会
政
策
の
展
開
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

同
じ
都
市
官
僚
で
あ
る
木
村
神
戸
市
社
会
謀
長
が
奥
山
叩
喜
代
一
に

っ
た
「
社
会
諜
の
仕
事
は

℃
己
記
丈
君
白
山
内
伊
門
町
（
社

会
裕
社
i
引
用
者
）
の
仕
事
を
す
る
、
が
、
都
市
計
闘
も

u
c
g
H門
委
丘
町
伊
吋
刊
の
仕
事
を
す
る
。
同
じ
だ
よ
」
（
『
森
援
勉

郎
伝
』
〉
と

、、しV

は
、
そ
の
こ
と
な
象
徴
し
て
い
た
と
一
口
問
え
よ
う
。
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